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序文

熊本県教育委員会では､平成15年５月２１日から平成16年１月３１日まで、

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設

局の九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として、熊本県熊本市島

町に所在する上ノ郷遺跡の発掘調査を実施しました。

調査の結果、主に弥生時代中期から後期にかけての遺構及び遺物が発見

されました。特に、弥生時代中期の謹棺墓１２基と土城墓６基が確認され、

その中から、人骨20体が発見されたことは、当時の埋葬の様子を知るうえ

で貴重な発見と言えるでしょう。

この報告書が県民の皆様をはじめ、多くの方々に活用され、埋蔵文化財

に関する関心と理解を深めていただく一助になれば、喜びに堪えません。

なお、調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただいた地元の方々並び

に関係機関、そして、調査に対する御指導と御助言をいただいた諸先生方に

対して厚く御礼を申し上げます。

平成１９年３月

熊本県教育長柿塚純男
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言

本書は、九州新幹線建投工事に伴い、平成１５年５月２１日から平成１６年１月３１日にかけて実施した

熊本県熊本市島町に所在する上ノ郷遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、独立行政法人鉄道建設・巡輸施設整備支擾機構鉄道建設本部九州新幹線建設局の依頼を受

け、熊本県教育庁文化課が実施した。

遺物の整理は、平成１６年度から平成１８年度にかけて、熊本県教育庁文化課文化財資料室で実施した。

なお、平成１９年３月３１日現在文化財資料室にて一括保管している。

本書の遺跡地図は、熊本県遺跡地図に加筆修正したものを利用した。

圃十嘩標軸による測量基準杭の設定は、（株）十八測放に委託した。

本書で使用した航空写真は、（有）スカイサーベイと（株）ＧＩＳに委託した。

翌棺墓・土城墓等から出土した人骨の実測及び遺物取り上げは、山口県豊浦郡豊北町（現在下関市）に

ある土井ヶ浜遺跡人類学ミュージアムの館長松下幸生氏に依頼した。

現場での遺櫛実測・遺物取り上げ・写典撮影は、今村和徳、和田敏郎、演田教靖、宇田員将、横田光智

が中心に行い、坂口圭太郎、長谷部善一がこれを補助し、一部を（株）埋蔵文化財サポートシステムに

委託した。

通物実測、遺柵製図及び遺物製図は、横山明代、西畑美希、演崎清子、古閑満代、井上裕美、緒方千代

子、永山邦子が中心に行い、一部を（株）アジア航測、（株）九州文化財研究所、（株）埋蔵文化財サポ

ートシステムに委託した。遺物の写真撮影は、村田百合子、手嶋裕子が中心に行った。

本書の執筆については、ｖ章を松下氏（土井ヶ浜遺跡人類学ミュージアム館畏）が、それ以外は今村

が行った。

本書の絹集及び校正は、今村、横山、西畑があたった。
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11.

凡例

現地での実測は、以下の縮尺で実測した。

遜棺墓…1/1０竪穴住居跡…1/2０土坑・土城墓・不明遺櫛…1/１０

報告響は、以下の縮尺で掲載した。

遜棺墓…1/2０竪穴住居跡…1/6０土坑・土城墓・不明遺柵…1/３０

溝状遺櫛…1/１００（１号・２号）１/6０（３号・４号）

艶棺…1/８土器…1/３石器…2/３（石簸）１/２（石包丁・磨製石斧）

遺構図に示した方位は真北である。

須恵器は、断而に網掛けを行った。

熊本県内の弥生時代や中期から後期にかけて脚台を有する認型土器及び鉢形土器については、「脚付」

や「台付｣、などの名称を付していたが、本報告書では「台付」という名称に統一した。
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第Ｉ章 調査の鑑過

第Ⅱ 章 値置と蒙境

第Ⅲ章 調査の概要



第Ｉ章調査の経過

第１節鯛査の契機

本遺跡の調査は、独立行政法人鉄道建設・迎輸施設整備支扱機柵鉄道建設本部九州新幹線述設局（以下

｢鉄道建設．迎輸機構」と省略する｡）の九州新幹線建設工邪に伴う事前の記鍬保存を目的とした発掘調査

である。

工事の実施に先立ち、予定地内が周知の埋蔵文化財包蔵地「熊本平野条里跡」に位置することから、踏

査及び確認調査を実施した。その結果、後世の削平により古代以降の条里制に伴う遺栂や巡物は確認され

なかったが、新たに弥生時代を中心とした遺柵や遺物が発見され、遺跡の存在が確認された。その後、埋

蔵文化財の発掘調査が必要な範囲を鉄道建設・迎輸機櫛に連絡し、協議を煎れたうえで、調盃を行う運び

となった。

熊本県教育庁文化課では、本調査の日程を平成１５年５月からの約１年間と設定し、鉄道辿設・運輸機

構の費用負担で実施することとなった。

遺跡の名称及び時代と確認した遺構・遺物の内容が違うため、熊本市教育委貝会文化財課と協議を行い、

平成１８年１０月に「上ノ郷遮跡」という名称で新規登録を行った。

第２ 節 調 査 の組織

【平成１４年度踏査及び確浬鯛査】

調査責任者成瀬烈大（文化課長)、島津義昭（教育審識貝・課長補佐）

調査総括高木正文（主幹兼調査第１係災）

調査事務局小田信也（教育審議員・課憂補佐)、中村幸宏（主幹兼総務係畳)、天野寿久（主任主事)、

杉村輝彦（主躯）

調査担当坂口圭太郎（文化財保護主耶）

【平成１５年度本調査】

調査責任者成瀬烈大（文化課長)、烏禅義昭（教育審議貝・課長補佐）

調査総括高木正文（主幹兼調査第１係蛙）

調査事務局吉田恵（課是補佐)、欄杭正義（主幹兼総務係蛙)、天野寿久（主任主事)、

杉村輝彦（主耶）

調査担当今村和徳（文化財保護主耶)、和田敏郎（嘱託)、演田教端（嘱託)、宇田員将（嘱託)、

横田光智（堀託）

【平成１７年度報告書作成】

調査責任者梶野英二（文化課長)、倉岡博（課長補佐）

調査総括高木正文（課奨補佐・調査第１係担当)、野田拓治（主幹・文化財資料室室是）

調査躯務局吉田恵（課長補佐)、四元正明（主幹兼総務係畏)、塚原健一（参事)、小谷仁志（主事）

整理担当今村和徳（文化財保護主馴)、横山明代（嘱託)、西畑美希（嘱託）

【平成１８年度製本・印刷】

調査責任者梶野英二（文化課長)、江本直（課長補佐）

調査総括高木正文（課畏補佐・調査第１係担当)、野田拓治（主幹・文化財資料室室長）

調査事務局吉田恵（課是補佐)、高宮優美（主幹兼総務係災)、塚原健一（参事)、小谷仁志（主事）

整理担当今村和徳（文化財保護主事)、横山明代（嘱託)、西畑美希（咽托）
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第３節鯛査の過 程

本調査は、平成15年５月２１日から平成１６年１月３１日まで行った。以下に、調充日縫から特簸すべ

き班頂や内容を簡潔に述ぺることとする。

【５月】

２１日～、亜機を使い澗森Ｉ区の表土除去を行う。その後、手作業による棚り下げを行い、辿柵検出

に入る。

【６月～８月】

６月１２日～、（株）十八測赴が調査Ｉ区の４級基単点測逓及びメッシュ杭設雌を行う。

５月に引き続き、手作業による掘り下げを行うが、昭和時代と推定されるⅢ機による撹乱のため、条

里制に伴う遺櫛は検出できなかった。ただ、弥生土器の破片が多数出土し始めた。

梅雨の長雨や台風接近による雨風及び地下水の湧水により、調査区が水没し、水抜き作業に時間を

費やし、なかなか道櫛検出が進まない状況が続いた。調査区の両端に水抜き用の満を切るなどの対

莱をとるが、なかなか水位が下がらず､８月には、水抜き用の溝が幅1ｍ、深さ１ｍ50ｃｍにまで連した。

そこからも弥生土器の破片が多数出土した。

【９月】

３日～、砿機を使い調査Ⅱ．Ⅲ区の淡土除去を行う。Ｉ区の反省から、今回は、虹機で両側に幅

８０ｃｍ、深さ５０ｃｍ程度の水抜き用の洲を切ることにした。

１１日、調査Ｉ区から２号瀧を検出する。初めての逝柵検出まで約４か月弱の期lIUを磯やした。

１９日～、（株）十八測斌が、調査１１．Ⅲ区のメッシュ杭設砥を行う。

【１０月】

澗盃区が広くなったため､fIZ源を確保し､水中ポンプを追加し､常時水抜きを行えるようにした。また、

作業員の地貝に伴い、コンテナハウス・倉､【・トイレも追加した。

澗在Ⅱ．Ⅲ区の西側は、新しい時代（近代）の掘削で切られていることが判明する。砂筑土であり、

水路として活用されていた可能性が高いように思われる。

【１１月】

１４日、１号艶棺墓、２号遜棺墓を検出する。それ以降、続々と謹棺基が確潔されるようになる。

２９日、２号遜棺より人骨が出土する。周辺に多くの土坑が存在し、そこから柵粉や歯を検出したの

で、墓群が存在したのではないかと推定した。ただし、住居跡などからも骨片や歯が出土したため、

今回の調査では、はっきりと土域墓とされるもの以外は、土坑とした。

【１２月】

３日、調壷Ｉ区の掘削をほぼ終了する。（有）スカイサーベイが、調査Ｉ区の空中搬影を行う。

１１日、潤迩Ｉ区の実測を終了し、鉄道述設・迎輸機櫛への受け渡しを行う。

調在Ⅲ区の南側では、手作業によるトレンチ掘りで地形的に下がっていることを剛認していたので、

１７日からⅢ機による掘り下げに入る。約1ｍ程度掘り下げる。

１７日～、（株）埋蔵文化財サポートシステム熊本支店が謹棺の実測に入る。鎚棚の中から、人ｲﾘ･が出

土し始める。水位が商く、水に没かっていた状態が長く続いたことが幸いし、人冊が洩っていたと

考えられる。

【１月】

７日～、澗迩Ⅲ区の南側がさらに下がっていることが確認されたため、再度nt機による掘り下げを行

うが、涌水のため、難航する。股南端部からは遺柵・遺物は検出されなかった。
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８日、文化課長谷部氏に喪棺墓から出土した人骨の写真撮影を依頼する。また、４号・５号・６号土

城墓からも人骨が出土する。６号土城の人骨の腹部から磨製石倣が出土した。

１３日～、山口県豊北町（現下IMl市）土井ヶ浜遮跡人類学ミュージアムの松下館憂に来ていただき、

人骨の取り上げ等についての指導を受ける。

１５日､文化課と鉄逆述般･巡輸槻柵との協識により､調迩Ⅱ｡Ⅲ区の受け渡しが１月末と正式決定する。

３１日、調査区ののり面下にあった３号翌棺、１１号裂棺を取り上げ、鯛飛を終了する。

水中ポンプの髄源を切ると、鯛充区全体が１時間もかからないうちに水没した。

【２月】

図而確理等を始める。資料室で、喪棺８基の接合を行う。

【３月】

１２日、現場那務所にて、接合した遡棺を展示し、遺物説明会を行う。（８０名程度の参加がある｡）
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第II章位置と環境

第１節地理的環境

熊本市は、九州中部に位股し、北西部には金蝿山があり、有明海と内陸部を隔てている。北部・東部

には河岸段丘や火砕流台地が広がり、阿蘇山の西側外輪山斜面へと続いている。南部は熊本平野で占め

られている。熊本市の中心部には阿蘇山を源とする白川が流れ、坪井川、井芹川、加勢川、緑川等と共

に、熊本平野を潤している。熊本平野は、これらの川の堆積作用で生じた沖械平野であり、有明海の臨

海部は干拓地である。

上ノ郷遺跡は、熊本県熊本市島町及び上ノ郷町に所在し、熊本市の南西部、白川の下流域左岸に立地

している。白川左岸には、数条の自然堤防が残っているが、その堤防上の徹商地を中心として、弥生時

代・古墳時代・古代・中世の遺物が広く散在していたと考えられる。上ノ郷巡跡は、平田町遺跡、近兄

町巡跡、白藤遺跡群、護藤遺跡群などが散在する平田町から川尻町へと続く自然堤防上にある。現在の

標尚は約５～６ｍであり、白川の氾濫を幾度となく受けていると考えられる。

現在は、農地、宅地、道路の幣伽が進められ、白川の堤防沿いを除き一面の平地となっている。

第２節歴史的環境

縄文時代（約13,000年前～2,300年前）は、気温の温暖化に伴い海水而が現在より５ｍ程度高かった

と言われている。このため、白川下流域や島町や上ノ郷町を含む南西部は海底であったと考えられ、平

田町遺跡や近見遺跡で縄文時代後晩期の土器が数点発見されている以外は、純文時代の遺跡の発掘例は

上ノ郷道跡周辺では確認されていない。

弥生時代（約2,300年前～1,700年前）になると、海水面が低下し、辿跡の数が増える。ここでは、

上ノ郷遺跡周辺の弥生時代の遺跡を挙げることとする。

平田町遺跡では、昭和３７年に多11tの弥生土器が発見されている。中には艶棺の破片と思われるもの

があり、丹塗土器や重孤文土器もあることから、弥生時代中期後半から後期にかけての墓地跡があった

と考えられる。また、縄文時代後晩期の土器や須恵器片も少飲発見されており、細文時代後晩期から平

安時代にかけての埋蔵文化財包蔵地とされている。

近見遺跡では、昭和２９年頃に郵便局付近で弥生土器、土師器・須恵器が散布しているのが発見され

ている。縄文時代後晩期の条痕文土器が発兄されており、縄文後晩期、弥生時代、古代の遺物包含層が

存在すると言われている。

白藤遺跡群は、倉小路到棺、倉小路輔式荷棺、屋敷遺跡、今村遺跡、刈〕脚追跡、鳶町遺跡、田宮石棺

等の遺跡の総称である。

命小路喪棺では、昭和３６年に白藤町の西方の畑地から１組の合口艶柑が出土している。全量が約

138ｃｍ、口縁部の断面がＴ字状になり、須玖式に属する。

今村遺跡では、合志町今村の中心部、今村若宮や合志乙丙耕地整理記念碑付近に弥生土器や土師器・

鎖恵器が散布している。弥生土器の中には、黒髪式土器の口縁部と思われる破片も出土している。

刈草遺跡では、戦前の昭和８年の用水路工率の際に、弥生時代中期の熟髪式土器や弥生後期の土器、

古式土師器の壷や高杯などが出土している。

鳶町遺跡では、鳶天神付近の地下側洲エリfで、近世の陶磁器片と共に、弥生土器が出土した。中には、

艶椛と思われる土器片もある。蔚町1200恭地付近では、弥生土器、土師器・須恵器などの遺物が出土

している。
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近年、宅地や公共施設の開発等に伴い発掘調査例は増えてきており、白藤遺跡群では、熊本市教育委

員会が、平成４年度以降、十数回に及ぶ調査を行っている。

平成６年の調査では、荒尾町北田で弥生時代中期の竪穴住居跡群、柵、翌棺、土城が確認されている。

平成８年～９年の調査では、鳶町で弥生時代後期の竪穴住居跡と満が確潔されている。平成９～１０

年の調査では、鳶町天神の南側で、弥生時代中期から古墳時代、中世の遮綱が確認された。弥生時代中

期の遺櫛としては、１～９基の小群から栂成される翌棺群20余が存在し、２４８基の翌棺が確認され、翌

棺埋葬と同時期の祭祁土坑や祭記土器なども確認されている。

平成９年度の調査では、島町で弥生時代中期の翌棺墓・土城墓・竪穴住居跡、弥生時代後期の竪穴住

居跡が確認されている。遺物の中には､熊本県内の初例とされる弥生時代背銅器鋳型やミニチュア銅矛、

ヒスイ製の勾玉などが出土している。その後、同じ地区で３回行われた調査でも、弥生時代中期と後期

の竪穴住居跡・翌棺墓・土坑などが確認されている。

護藤遺跡群は白藤遮跡群の西側に位通し、出土する遺物は白藤遺跡群と同様と考えられる。水路工瑚

に伴い多赴の過物が採取されたが、弥生時代中期の須玖式土器や黒髪式土器が多く含まれており、「朝

鮮系無文土器」も確認されている。また、磨製石包丁・磨製石剣・柱状石斧・打製石鍍などの石器も出

土している。土層観察から竪穴住居跡、満などの遺構が確認され、中には、環濠とも考えられる澗状逝

構もある。巡物の内容や遺構密度の高さから、弥生時代中期の拠点的な集落と想定され、その後の各時

代においても逝跡が亜複している可能性を示している。

八ノ坪遺跡では､平成１６年に熊本市教育委員会が調査を行い､弥生時代の竪穴住居跡､喪棺墓､土城墓、

土坑などが検出されている。２６体の人骨が出土し、その埋葬跡は、弥生時代前期末から中期初頭のも

のである。小銅録のほぼ完全な鋳型と銅父の鋳型や朝鮮系無文土器も出土している。

対岸の白川右岸には、蓮台寺町に道城方辿跡と南新宮遺跡、八島町に八島町遺跡がある。

道城方遺跡は、配水満工事の際に、弥生時代後期の土器や土師器が多吐に出土した。溝の断面から竪

穴住居跡の痕跡が確認されている。

南神宮遺跡は、道城方遺跡の東側に位世する。やはり、弥生時代後期の土器や土師器が多赴に出土し

ており、道城方逝跡と一連の遺跡と考えられる。

八島町遺跡は、平成１５年度、熊本県教育庁文化課が調査し、多数の竪穴住居跡群・土坑・澗状遺櫛

が確認されている。弥生時代の後期の集落が存在したと考えられ、大皿の弥生土器と共に背銅製の鏡２

点が出土している。

弥生時代以降の発掘例としては、次のものが挙げられる。

白藤遺跡群の倉小路箱式石棺では、昭和３９年に、安山岩の板石を用いた古墳時代の箱式石棺が出土

している。

同じ白藤町巡跡群の田宮石棺でも、以前から古墳時代の箱式石棺の存在が知られていたが、平成４～

５年の熊本市教育委員会が行った調査で、１基と思われていた箱式石棺が２基あり、その周囲に湖が確

認されたことから、方形周満墓というが想定がなされている。

平成９年～１０年の弥生時代中期の艶棺墓が248基確認された熊本市教育委員会の鳶町での調査では、

古墳時代の周澗墓群８基と木棺墓・土城墓・石棺墓群９基が確認されている。この調査では、中世の土

坑に溝を付設した過櫛が150基余り確認されており、当時の条里制を窺う手がかりと考えられる。

平成９年の熊本県初の弥生時代青銅器鋤型が発見された熊本市教育委貝会の島町での調査では、多数

の井戸・土坑が検出され、ウシやウマの動物迩体が出土している。
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白藤遺跡群の屋敷週跡では、土師器・須恵器、青磁・白磁の破片と共に、平安時代の和鏡（瑞花双偽

文八稜鏡直径11.1ｃｍ）が出土している。

【参考文献】

『飽田町誌」1972年飽田町役場

「新熊本市史責料絹第１巻考古資料』1996年熊本市

「新熊本市史通史縄第１巻自然原始・古代」1998年熊本市

「新熊本市史通史縄第１巻中世」1998年熊本市

「熊本市埋蔵文化財鯛在年報第１号一昭和６３年度～平成３年慶一』1995年熊本市教育委員会

「熊本市埋蔵文化財澗荻年報第２号一平成４年庇～平成８年慶一」1999年熊本市教育委典会

『熊本市埋蔵文化財調盃年報第３号一平成９年度～平成１０年度一』2000年熊本市教育委員会

「熊本市埋蔵文化財鯛壷年報第４号一平成11年度一」2001年熊本市教育委貝会

「熊本市埋蔵文化財調壷年報第５号一平成12年度～平成１３年度一」2003年熊本市教育委貝会

｢熊本市埋蔵文化財調証年報第６号一平成14年度一』2004年熊本市教育委典会

｢熊本市埋蔵文化財調盃年報第７号一平成15年度一」2005年熊本市教育委皿会
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追跡稀号 巡跡名 所瓶地

2０１１７０ 脇ノノｋ 陀剛町

201-173荒)dIW 州W「

201.17‘１ ｌＩＩｉ大谷 “町

201-177岬添１ 池l:町!F燃lIZ

201-186澗隅町辿跡脈 ,州､町

2０１１９１ 淵水原 池上ﾖ「

201-196上代可遡跡群 域1111:代言Ｉ

2０１－１９７ 域山薬踊 域111蕊齢可

20N-203輔顛遺跡群 Il龍I輔脱字締鰯

201.2041 柿例凹の水 {Ｅ何町

201-206腹塚迦跡解 ｲ閲可搾臓群螺

201-208池胞 池紬印

201-213 j齢 i鯛可５１．１１

201-215牧崎 佃削印１１．１１

201-216小山棚 蝿崎訂

2０１２１８ 石神隙 期崎胃131.1Ｉ

2０１－２１９

201.220

f原台巡跡群

迎川

胤州可３１~Ⅲ他

、州町

2０１．２２１ 北出巡跡IWL 池川町,IｒＩ１

201.225

201-230

201.23.1

2０１２３６

池田山伏縄職

綱ﾖI礎剛､'縦）

舟叫

打遣週跡群

池m2rI1､ｉｌｌｉ水胃Ｉ
商･Ｉ

池川町１ｍ

荊水町祁浦

箭水町打包

201-238 厳町議1.跡膨 蝋可

2０１２４０ 点可２ｍ Ｉ熊１２１．１Ｊ

2０１２４１ 瞳大道希遺跡群 厳訂２１~回

201.242内浮井 内坪;綱

201-245

20】-250

藷剛'』汝検使庭

糊坦訂

千顛域町

帝12J目､諦瓶町

2０１２５３

201.254

辛晶可

占可(旧府ﾉ､町）

辛朗町

脚ﾉ､可､11損Ｉ他

201-255

２０】-256

戸塊

Ｉ蛎邸川脇

)峨町

1噸町

201.261 衝哨(白川隅） .:水,ｋ’’２ＴＩＩ

201.265 二本永週跡群 :氷水１．２１．１I他

201-266八魁町 八期町

201.267瞳賊方 遡台､¥可道域方

２０ｉ２６８ 尚折宮 巡行癖『IiiWn8I

201.272慨崎巡跡群 hﾘﾉk町松崎

第１表周辺遺跡一覧表

時代 帆別

洲虻･弥'|: 世戦地

剛ｔ～'''11ｔ 包'削地

肌文～lIllit 包峨地

W峡～;'''1１ 包戯地

占耽～'1嘘 包望地

範ｔ～中世 包鼠地

蝿､ｋ～平漬 包蛍地

縄文～平宏 包箪地

罰文～中世 包餓地

蝿･と～中仙 包顛地

弥生･古珊 世戦地

弥’１ 包段地

弥，ｋ 包殿地

弥生

拠文～中仙

包劇

釦

也

〔地

弥生～平褒 包撒地

側近～乎没 包戚地

拠文～平安 包戯地

弥ﾉk～'111Ｍ 包戯地

弥′k･,liIlN

弥喉～平安

剛文～中世

包戯地

包堕鯉

包鼠煙

弥生･中世 廻国埴

弥生～中世 包顛埴

縄文～近 包巌壇

聞文～近世 包蔵埴

弥'12

粥'1:～平安

包戴堰

包璽漣

弥生 包璽地

弥‘t･占剰 包蛍地

派l§～W齢

弥4ヨーギ安

瓢セーＩＩＩｌＩＩ

包敢地

包甑地

包甑地

洲1～111世 辿迩脚

伽k～81』世

弥惟

包疏地

包蔵地

弥生･IlfIR 包蔵地

怖'k～叩収 包顛地

弥'f～､Iz溌 包蔵堰

旧逝跡塙

高坊IWi･皆城IlilmNf。：本松,lrlnIW

小松|｣l占油鵬･卿IIIfIIlIWI･ｲlWMlIlilパ

高|蝿漁跡，!､間腕雛脳跡･上耐隅,伽脳跡

郎打辿跡･商隅ロ螺｡,制鮒i側堀･漁lil占珊

剛億寺跡･蛾llRIl脳跡･上間隅遺跡

耐i坊辿跡･猟１１填辿跡･放4:阿弥陀伽

上代町週跡･下代胃随跡･中代巡跡･お徳･幽蝿IｌＷ１

柿顔域跡･肺KaX傭群週跡･柿顔域の原六地戦

経堰古Ｉ群２)塵･肺臓焚如醗柚辿跡･'１１足遺跡

池、の岐牛地蔵･六地戦･池砲八棉脆内鯉碑

護佐公光隠･島崎蛾跡

｢瞬鑓・燕'雌峨峨f蝋跡･in防'測鍾勝･斜のA1Ｉ

北勤域跡･北蝿蝿;周辺上2醜術地

山伏塩A～Ｃｌ､跡･長迫古1A･晒迦学閥剛1‘Ｉ
峰EEm跡

打越域跨･打越喫椛遺跡

瞳糸嘩兵議･焦蛸M､鯛内弥鐙吐馴１１:埴･師嘩跡

赤12J.【1蔓梢

令永菩跡･勤院繊朴守
護側寺捌&礎#･窒山

戸坑亙輪塔鮮

が柵熱l」

跳狼跡･明１．鴨隔週跡

＊,k“僻jlこび間述辿跡･ｲｆI|町辿跡･IIIj淋町
辿跡･占町小学佼校唾巡跡･延命､f塔心礎

H:埼翌miZl跡･桧崎中l蜘跡･職崎蜘11聯11跡

－９－

伽拶

細吏晩lﾘI,IMl,ﾉl卿Ii餓状文・1雌セ

肌では111噸Ⅲ跡

弥ﾉI畠仙1ﾘ１１冊

伸伽峨馳ルポ測心l』域

｢郡1,狐(器移靴､合【I須恥（

I”阿弥陀〃､地峨

Ⅱ峻火･郷城鵬Ｉ形改

斑棚Ｍｊ』【以上

１１i辿ｨi11噸』叫文肌

艮迫桝穴jWi顎

池1M小学佼腿凝細ド

低ﾉ麺,¥跡ど含む

典棚耐あり

災柚解

典hWW

ぶ,kMWIl確地



遺跡瀞号 逝跡:fｉ 所撚地 時代

201.274室閲 iW水町塑団 拠文～tlllIt

201.277小陥 M峻町小陥 縄文～平宏

201.2781M郷I岨跡ｉＩド M眼町坪Ⅱ： 縄文～中世

201-280

201-281

子飼

大江1:I川

.j捌町

大江１１．１１

拠文～中世

洲文～平安

201-282折股敬 Wilf敷可 弥生～中世

201-283大江過跡附 火iI:３丁1１ 細文~明治

201-287
*山賊跡
(水１１誠跡）

‘klll町城の＊ 弥生～中世

201.288世安池、 世安町池田 弥生～中世

201.289平、町 平田1丁目 弥生～平安

201.290出水脚府跡
九品寺､側府､側痢
*町

弥生～中世

201.380古謹屑 八分宇町 弥生～中世

201.381内藤遡跡群 卿町､白薩町他 弥生～中世

201.382霞匪 護賎町 古坑～中世

201-383巾無、辿跡聯 蔑熊町 弥生･中世

201-384 八ノ坪 醗藤町 弥生･古畑

201-389近児 近兇町 細文～中世

201-390西無Ⅲ 御樵簡無111町 弥生～平安

201.39‘Ｉ 良町二石 ､迎町 弥生･古脳

201-395商榊剛叫Ⅲ lfiI伽苅 弥生～中世

201詞398御紫木部巡跡聯 御糸木部剛 弥生~中世

201-495御幸imI1神社 御糊油町 弥生～中世

201.496良町 ､迎町良町 弥生

201.534 七軒可 と１W町 縄文～中世

201.536上河原 1MＩＩ類『 縄文～古代

201-555上の郷週跡 烏町 弥生戸･古代

蹴り

包戟地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包餓地

包蔵地

包蔵地

包適地

包蔵地

包鼠地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包致地

包鮫地

包蹴地

包戴地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵埴

旧追跡名

金光山無柵寺跡

MA嬰町辿跡(済々 溌冊佼卿世)･ﾉL州女学院j､跡
坪井古胤獅１１土の爽棚

旧住生院跡･擁行寺の仮碑･放ﾉド地戯

大江ju跡･大江背葉辿跡･大江)K肌週跡

白川中学佼核庭遺跡･波座旧拙撒漣淵校辿跡
熊高敷地遺跡･熊高通り遺跡･杉ﾉ本追跡･舶剛鍬推
定地･渡鹿礎寺･熊本英学桟跡･辿撒金剛週跡他

須玖式嬰棺

倉小路箱式石胴･倉小路翌棚迩跡

今村週跡･刈草遺跡･鳶町遺跡

戸崎Ｂ(馬場)週跡を含む

戸崎A遺跡を含む

･凪fIIjlfl跡

御幸木部辿跡･木部桁式石|＃阿弥陀ﾙﾐ迎|鮒倣･芥川
守拙観音図{蝿刻恢碑

伽 拶

＝fWに卿(柵＃

鮒1'１

弥生凧識､弥生土器､輸入陶磁器

元弘年'111に#蹴柿〔

棚入間隠器など

製棚脈

白藤週蹴,嗣離狸、
ミニチュアWiW矛

輸入陶磁器(Ｗ磁)多攻

蝿'1‘(､ｲ池丁

称ﾉl:伽lﾘ11柵１１土

地戯文lﾘ１７､阿弥陀天文２，慨汗

阻致６

製納雛121Ａ

剛辺主聾遡跡分術同臆び川辺通跡地名災については、平成１０年発行の厚照本隈麺跡地燭』（雌,龍肌叔fr遇劉念）とInI蝿の綴り瞳付した．
i↑霧r村コードにあたる３聯の跳学に対鰯するI1i町村壮以Ｆの麺りである＝２０１･熊本市３．１１域I罰可３４２．.禰合町・$‘12..斑島訂
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鋪Ⅲ章調査の概要

第１節調査の方法

調査区は耕作地と宅地跡であり、土地の取得状況から、当初はＩ．Ⅱ．Ⅲ区の３つの区に分けて調査

を行う予定としたが、条件整備ができ、Ⅱ。Ⅲ区は同時期に調査を開始した。

実測図作成のために、国土座標に基づく点を基地に５ｍ四方のグリッドを設定し、東西にＡ～Ｈ、南

北に１～３１の恭号を握り分け、道柵の場所を示す基準とした。

調査Ｉ区では、Ⅸ機で50ｃｍ程度掘り下げ、耕作土と思われるＩ肘の暗褐色土のみを除去した。Ⅲ層

の暗赤褐色土から辿物が多赴に検出されたこと、古代以降の条里制に伴う遺櫛の検出ためである。手作

業による清掃をし、週榔検出を行っていったが、後世の掘削により、古代以降の条里制に伴う遺柵は確

認できなかった。巡物を取り上げながら、手作業でⅡ層を掘り下げ、Ⅲ層に達したが、そこでも遮柳は

確把できなかった。

調査Ⅱ．Ⅲ区では、掴査Ｉ区での反竹から、煎機で80ｃｍ程度掘り下げ、１°Ⅱ府を除去すると共に、

両側に深い洞を切ることにした。手作粟による清掃で、Ⅲ屑の一部に古代の土坑やピットを検出できた

が、その他の部分は巡柵が確認できなかった。

１．１１．Ⅲ区とも巡物を取り上げながら、手作業により掘り下げを行っていったが、Ⅲ屑．Ⅳ府共に

鼎褐色土であり、測水があるために、ＭＷで辿柵検出を行った。

道櫛には、翌棺蕊、竪穴住居跡、土坑、土城墓、溝状遺栂、ピットなどがあった。

翌棺墓は、遮榊の平面形を確認し、半分を掘り下げ、土層の堆棚状況を確認し、写真撮影をし、平面

図の一部と土届断面図を作成した。次に、翌柑を出土させ、写其搬影と出土状況の実測を行った。その

後、喪棺の上部を取り上げ、幾棺内部の土肘と弧存する人骨の写真搬影をし、実測を行った。到棺の下

部を実測後、翌棺を取り上げ、完掘させて、完掘写真を撮影し、平面図を完成させた。

竪穴住居跡は、滑掃後、過構のプラン、切り合い等を確認し、巡柵の形に合わせて、縦及び横方向に

ベルトを設定し、発掘を進めた。ベルトで堆棚土屑を確認し、写真撮影を行い、平面の一部と土府断面

図を作成した。ベルト撤去後、遺物の写真搬影と実測をし、辿物を取り上げ、炉跡と柱穴を確認して掘

り下げて、平面図を兜成させ、完掘写真を搬彫した。

土坑や土城蕊も、堅穴住居跡とほぼ同じ,側盃を進め、遺物の取り上げ後、平面図を完成させ、完掘写

真を搬影した。

満状遺櫛では、淵掃後、遺櫛の平面形を破鍵し、土層の堆敬状況を確遡するためにベルトを数カ所残

し、発掘を進めた。その後に土層状況を確蝿し、写真撮影を行い、平面図の一部と土層断面図を作成し

た。ベルト撤去後、遺物の写真撮影と実測をし、取り上げて、平而図を完成させ、完掘写真を搬影した。

ピットは、遺柵の平面形を確認し、半分を掘り下げ、土屑状況を碗認した後、完掘させた。写真撮影

は、グリッドごとの充掘写真に収めた。

写真はモノクロとカラースライドの２棚顛を川いて、３５ｍｍまたは中版で撮影した。また、調盃の最

終段階では空中搬影を行った。
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第２節闇位と包含屈

本遺跡の基本的な土層は以下のとおりである。

．’層･･･暗褐色土（10YR3/4）しまりかなり強い。粘質やや強い。

表土及び耕作土。５０～８０ｃｍ程度。

。Ⅱ屑…暗赤褐色土（5YR3/2）しまり強い。粘質非常に弱い。

旧耕作土。２０ｃｍ程度。弥生時代と古代の遺物を含む。

.ⅢａﾉiW･･･無褐色土（10YR3/3）しまりやや強い。粘賀やや弱い。

２０ｃｍ程度。弥生時代と古代の辿物を含む。

調在区の南側に現れる。

．Ⅲ府…黒褐色土（7.5YR3/2）しまりやや弱い。粘質やや強い。

２０～30ｃｍ程度。弥生時代と古代の遺物を含む。

Ⅲａ府が出現する辺りに古代の遺構あり。

．ＭW･･･黒褐色土（7.5YR2/2）しまりやや弱い。粘賀やや強い。

５０～６０ｃｍ程度。弥生時代の遺椛あり。

.Ｖ屑･･･鼎褐色砂質土（7.5YR3/2）しまり弱い。

調査区は南側に行くにつれ緩やかに傾斜しており、Ⅲ甜胴が出現する辺りから急激に下がり始める。
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第 Ⅳ章 調 査 の鰭 系
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第ＩＶ章調査の結果
第１節はじめに

本調査区は、新幹線本線建設地であり、南北に150ｍ程度、東西に幅12ｍと細長い範囲であった。調

査区の北側１５ｍ程度は水害の影響で、南側20ｍ程度は急激な落ち込みにより、遺構及び遺物等は確擢

できなかった。さらに、調査区の西側には、用水路と思われる近代の溝で切られていることもあり、東

西方向に範囲がさらに狭くなり、住居跡等の正確な形状をつかむことが難しかった。

それ以上に調査を悩ませたのが、雨と湧水であった。第Ｉ章の第３節「調査の経過」にも瞥いたが、

調査を行った平成１５年は、５月から８月にかけて異州とも思えるほどの長雨が続いた。また、上ノ郷

巡跡は白川左岸流域にあり、標高が5ｍ程度にあるために、初水の鐘が非常に多かった。水没、水抜き

を繰り返す日が続き、調査を進めるために、仕方なく東西両側に水抜き満を切ったが、それでも、遺櫛

の中に水が湧き出すこともあった｡そのために､床面の柱穴や硬化面等を正確に確認することが難しかっ

た。

この調査が行われるまで、ここは宅地と畑地に利用されていた。昭和時代に重機で掘削されたと思わ

れる爪痕が数多く残っており、残念ながら、平野条里に関する遺栂は確認できなかった。

今回の調査で確認された遺構は、郵棺墓１２基、竪穴住居跡１７軒、土城墓６基、土坑２５基、澗状遺

柵４条、不明遺構４基、合計68基である。遮柳検出面は、調査IⅡ区の一部で、Ⅲ層に古代の土坑３基

(２３号土坑、２４号土坑、２５号土坑）を確認したのを除き、Ⅳ層で遺柵を検出した。時期的には、弥生時

代の遺柵がほとんどであり、その形状と出土遺物から、古城時代以降の竪穴住居跡は、１６号竪穴住居跡、

１７号竪穴住居跡の２軒である。

上記の巡榊の他にピットを多数検出したが、範囲が狭く、近代の掘削を受けているために、掘立柱建

物跡に伴うと判断するピットは確認できなかった。また、出土遺物もほとんどなかったため、時期が特

定されず、他の遺構との関連性を明確にできないと判断したので、ピットについては取り扱わないこと

とした。

第２節窪棺墓 と璽 棺

(1)翌棺畠

１号聾棺型

Ｉ区のF,５グリッドに位置する。墓域は長軸1.71m、短軸１．１６ｍの不定形な楕円形をしており、墓城深

は３５ｃｍであった。さらに西側に横穴城56cm、横穴深10ｃｍ程度の横穴を掘り、下喪を埋置してあった。

埋磁方位は、Ｎ75..Ｗであり、埋圃角度は２２°であった。西側の下艶が少し小さく、口縁部には打ち欠

きがあり、東側の上翌が下翌を覆うように接していた。下型から骨粉らしきものが出土している。副葬

品は出土していない。

２号喪棺墓

Ｉ区のＥ･F･５．６グリッドに位置する。墓城は長軸1.90m、短軸1.28ｍの不定形な隅丸長方形をしており、

墓城深は４２ｃｍであった。さらにやや西側に横穴城170cm，横穴深４０ｃｍの横穴を階段状に掘り、翌を埋

倣してあった。埋世方位は、Ｎ･78..Ｗであり、埋腫角度は２９。であった。東側の上翌がやや小さく、口

織部に打ち欠きがあり、西側の下翌が呑み込むように接していた。下遜から人骨が出土している。副葬

品は出土していない。

１号型棺墓のすぐ隣であり、喪棺の埋腫方位がほぼ同じであることから、何らかの関係（例えば、親

子などの関係）にあることも考えられる。
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侭

Ａ－

Ａ５．３０

１号翌侶塞

l照概略褐色粘貿土（7.5YR2/3）

貼りが粉く、矧砂、黄褐色粘土ブロックを含む。

第 ５図１号蕊棺墓実測図

Ａ‘

－Ａ’

、 1ｍ

３号蜜棺墓

Ⅱ区のＦ･Ｇ７グリッドに位慨する。ここは、排水のための水抜き満と洲在陛の西側を流れる近代洲が

東へ大きく屈曲し砿なる部分であり、常に湧水がある状況の中で、西側の艶杭を検川したため、墓戦の

状況ははっきりしない。また、東側の翌棺は洲張区ののり面から掘り出した。合口遡棺で目貼り紬土が

あり、西側の到梢がやや小さい。埋悩方位はＮ･67..Ｗであり、ほぼ平行に塊liftしてあり、東側の郵から

人竹が出土している。頭位は東であった。刑葬1V,は出土していない。

４号窪棺墓

１１区のE･F･７．８グリッドに位侭する。墓城は災軸220m、短軸126ｍの隅丸:lを方形をしており、墓城深

は52ｃｍであった。さらに東側に横穴城149cm、縦穴深16ｃｍ程度の横穴を掘り、謹稿が埋殻してあった。

埋置方位はN､83o-Eであり、ほぼ平行に埋設してあった。西側より東側の認,縮がやや大きく、合口謹棺と

思われるが、土ﾉ｡Eで口織部付近が割れており、また、IEI貼りの粘土も確偲できていない。東側の下謹か

ら頭蓋が、西側の上拠からは四肢骨が出土している。頭位は東であった。刑葬,Ｙｌは出土していない。

５号窪棺墓

Ⅱ区のF･９グリッドに位世する。墓渡は確認できなかった。埋侭方,位はＮ･33..Ｗであり、ほぼ平行に単

棺の小型蕊が埋Wtしてあった。掘削時に中から骨粉らしきものが検出されたので、翌棺とした。副葬品

は出土していない。

－１８－
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第７図３号翌棺型実測図

６号窪棺黛

Ⅱ区のＥ･１３グリッドに位置する。墓域は、Ⅱ区のＥ･１３グリッドに位置する。墓域は、７号翌棺墓と１つに掘られたと思われ、長軸約1.7ｍと短

軸約1.1ｍのやや不定形な隅丸長方形をしており、墓壊深は約２５ｃｍ程度と推定される。６号翌棺墓は、

その墓城の南西側に横穴城96cm、槙穴深３１ｃｍ程度の横穴を掘り、裂棺が埋股してあった。近代の掘削

により、下裂のみ検出した。埋旺方位はＮ･84。｡Ｗであり、７号鎚棺墓と同じ方位であり、埋圃角度は44.

であった。下喪の中から人骨が出土している。副葬品は出土していない。

７号蔓棺墓

１１区のＥ･13グリッドに位砥する。墓域は、６号翌棺墓と１つに掘られたと思われ、その墓域の西隅に

横穴域94cm，横穴深３８ｃｍ程度の横穴を掘り、翌棺が埋低してあった。埋置方位は６号遜棺墓と同じ
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1ｍ ８号圏極理

Ｎ84..Ｗであり、埋侭角度は47.であった。下翌は６号翌棺墓とほぼ同じ大きさ(70ｃｍ程度）の謹棺が

使用されていたが、上饗の代わりに、小型の鉢が蓋として使用され、口を合わせるように接していた。

目貼りの粘土等は確認されていない。下饗からは骨粉が出土している。副葬品は出土していない。

墓壊が同じであり、埋凹方位も同じことから、６号と７号喪棺墓は何らかの関係（例えば、兄弟など

の関係）にあることも考えられる。

８号璽棺墓

Ⅱ区のF･１３グリッドに位世する。喪棺の破片が大量に出土していたが、原位世を保っていなかったの

で、詳細な墓壌の状況、甥棺の埋悩の方位や角度、副葬品の出土等は確認できていない。

６号と７号謹棺墓の近くにあるため、８号遜棺墓も何らかの関係があることが考えられる。

９号翌棺墓

１１区の、･１８グリッドに位世する。墓城は、長軸L88m、短軸1.31ｍの隅丸長方形をしており、墓城深

は２９ｃｍであった。その西隅に横穴城155cm、横穴深22ｃｍ程度の横穴を掘り、翌棺を埋置してあった。

埋圃方位は、Ｎ･83..Ｗであり、埋葬角度１１。であった。東側の上翌は口縁部に打ち欠きがあり、下聖が

呑み込むように接していた。上誕からは四肢骨の一部が、下裂からは頭蓋骨が出土している。頭位は西

であった。副葬品は出土していない。

１０号翌棺墓

Ⅱ区の、19.20グリッドに位慨する。墓域は長軸2.17m、短軸1.58ｍの少し不定形な隅丸長方形をし

ており、墓城深は４９ｃｍであった。さらに西側に横穴職152cm、横穴深13ｃｍ程度の横穴を掘り、ほぼ

平行に喪を埋置してあった。上艶の代わりに、西側には巨石が蓋として使用してあった。埋置方位は、

N･76..Ｗであり、その中から人付が出土している。副葬品は出土していない。

遺柵が水抜き溝にかかっていたため、その潤から喪棺と思われる土器が大殻に出土している。

１１号璽棺墓

Ⅱ区の、｡E･２０グリッドに位侭する。鯛査区のり面から翌棺を検出したため、墓域の状況は確認できな

かった。埋置方位は､Ｎ･77..Ｗであり、ほぼ平行に埋葬してあった。上艶には鉢形土器が使用してあった。

西側の下翌からは頭蓋骨等が出土している。頭位は西であった。副葬品は出土していない。

第９図５号・８号饗棺墓実測図
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第１４図１２号翌棺墓実測図

１２号竪棺墓

111区のC-21グリッドに位Wtする。上蝿が半分程度捌削を受けた状態で出土していたので、墓壌の状況は

確認できなかった。讃穴は、西側に縦穴城125cm、横穴深６８ｃｍ程度の横穴が掘られ、謹械を埋置した

と推定される。地価方位は、Ｎ･76..Ｅであり、埋弗角度約５２。であった。上翌が下斐の口を掻うような

形で出土しているが、下蝿の1-1織部に打ち欠きの形跡はない。下謹に人骨が重なるような形で出土し、

その状況から頭位は西であると惟定されるが、他の艶柑では、下到に頭を突っ込むように埋葬してある

のに、この艶梢のみ、下弧に足を突っ込むようにjlM罪されている。副葬‘Ｙ１は出土していない。
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(2)要棺

１号髪棺

１号翌脇は、西側の下蕊の口緑部に打ち欠かれ、東側の上蕊が下饗を授うようなに接していた。

上迦は、「く」の字状に外反した1.1緑部を有し、１１唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部直下に断

而三角形の突帯が１条ある。器商が49.‘1cm、外1-1径は44.8cm、胴部上部に最大径があり、435ｃｍである。

頭部は僅かに内傾し、胴部が伽かに雛り、底部に向かい曲線を描きながら窄まるフォームとなっている。

臓篠は９４ｃｍであり、上げ底を呈し、外反している。形式的には黒髪式に相当する。内外面共にハケ目

洲雅が施され、口縁は横ナデ洲整、底部はナデ‘淵膿が施されている。外面の''１部ほぼＩ|'央に蝋斑がある。

、ド遡は、打ち欠きのため、ｒｌ縁部の‘洋細は分からない。打ち欠きの内径は約29.0ｃｍである。胴部上

部に岐大径があり、414ｃｍである。そこに断面三角形の刻み目突帯が１条ある。胴部下部に内面からの

穿孔がある。頚部は鋭く内傾し、服部は娘りをもち、底部に向かい曲線を描きながら窄まるフォームと

なっている。底径は１１．０ｃｍであり、やや厚みを裕び、平坦な形状に仕上げてある。形式的には黒髪式

に相当する。外面はハケ目調整、内面はナデ捌雛、底部もナデ調整が施されている。

２号喪棺

２号裂棺は、東側の上謹の口縁部に打ち欠きがあり、西側の下艶が呑み込むように接していた。

上遡は、打ち欠きのため、1.1緑部の,洋細は分からない。打ち欠きの|ﾉj径は約40.0ｃｍである。胴部の

''１央に雌大径があり、57.9ｃｍである。そこに断面三角形の刻み目突帯が１条ある。弧部は内傾し、llhI部

は大きな張りをもち､底部に向かい曲線を拙きながら準まるフォームとなっている。雄慌は9.8ｃｍであり、

平岨な形状に仕上げてある。内外面共にハケ11,淵擬、外面の胴部上部と底部に工共ナデ澗雅とナデ調整

が施されている。外面の胴部下部に胤斑がある。

下遡は、「く」の字状に外反した１１織部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部直下に断

而三角形の突帯が１条ある。器商が87.7cm、外I~1径は47.0cm、胴部上部に最大径があり、68.1ｃｍである。

ノ

ノ

|－i蕊棺

３号不明遺構内出土裂棺



胴部の中央に断面方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は内傾し、胴部は大きな張りをもち、底部に向か

い曲線を描きながら窄まるフォームとなっている。底径は127ｃｍであり、平坦な形状に仕上げてある。

内外面共にハケ目澗整が施され、口縁部は横ナデ調整、底部はナデ調整が施されている。外面の胴部上

部に黒斑がある。

３号翌棺

３号謹棺は、合口遜棺で目貼り粘土が確認されており、ほぼ平行に埋世してあったが、大きさや人骨

の出土の状況から、西側が上翌、東側が下喪であったと判断した。

上翌と考えられる西側の翌棺は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上

げてある。器商が820cm、外口径は401cm、胴部上部に最大径があり、69.2ｃｍである。胴部下部に断面

方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は内傾し、胴部は大きな張りをもち、突帯部分から底部に向かいほ

ぼ直線的に窄まるフォームとなっている。底径は138ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。内外面共に

ハケ目調整が施され、口縁部は横ナデ調整、底部は内外面ともナデ調整が施されている。外面の胴部ほ

ぼ中央に黒斑がある。

下翌は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。合口である

が、口径を合わせるために、「く」の字状の口縁部の内側を全周打ち欠いてあった。頚部直下に断而三

角形の突帯が１条ある。器高が96.8cm、外口径は46.2cm、胴部上部に媛大径があり、74.7ｃｍである。胴

部の中央に断面三角形の突帯が１条と断面方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は鋭く内傾し、胴部は大

きな張りをもち、突帯部から底部に向かい緩やかな曲線を描いて窄まるフォームとなっている。底径は

12.8ｃｍで、やや厚みをもち、平坦な形状に仕上げてある。外面はハケ目調整と工具ナデが、内面はハケ

目調整が施され、口縁部は横ナデ調整が施されている。外面の胴部中央から下部に黒斑がある。

４号翌棺

４号裂棺は、目貼りの粘土が確認されていないが、外口径がほぼ同じ大きさから合口喪棺と思われる。

人骨の出土状況から、西側が上翌、東側が下艶であったと判断した。

上喪と考えられる西側の遜棺は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上

げてある。合口であるが、口径を合わせるために、「く」の字状の口縁部の内側を全周打ち欠いてあり、

その内径は320ｃｍ程度である。器高が73.2cm､外口径は39.4cm､胴部上部に般大径があり、56.5ｃｍである。

胴部の中央に断面方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は内傾し、胴部はやや摂りをもち、突帯部分から

底部に向かいやや曲線を描いて窄まるフォームとなっている。底径は9.4ｃｍで、平坦な形状に仕上げて

ある。外面はナデ調整、底部にはハケ目調整が施されている。内面はハケ目調整が施され、口縁部は横

ナデ調整が施されている。外面の胴部上部に黒斑がある。

下謹は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。上謹同様、「く」

の字状の口縁部の内側を全周打ち欠いてあり、打ち欠き内径は３５．０ｃｍ程度である。器高が80.0cm、外

口径は42.1cm、胴部上部に最大径があり、61.6ｃｍである。胴部の中央に断面方形の刻み目突帯が１条あ

る。頚部は内傾し、胴部はやや張りをもち、突帯部から底部に向かい曲線を描いて窄まるフォームであ

り、上翌によく似ている。底径は14.0ｃｍとやや大きく、平坦な形状に仕上げてある。外面はハケ目調整、

内面はナデ調磯、口緑は横ナデ調整が施されている。外面の胴部上部に鼎斑がある。

５号翌棺

５号謹棺は、単棺の小型翌である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部に刻み目がある。

器高が33.2cm、外口径は21.8cm、胴部上部に般大径があり、27.5ｃｍである。胴部上部に断面三角形の刻

み目突帯が１条ある。頚部は内傾し､口縁部で広がり､胴部から底部に向かい曲線を描いて窄まるフォー

－３８－



ムとなっている。底径は8.9ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。内外面共にハケ目調整、口縁部は横ナ

デ調整が施されている。外面の胴部中央に黒斑がある。

６号聖棺

６号翌棺は、近代の掘削により、遺榊が確認されたとき、下艶のみであった。

下裂は、打ち欠きのため、口緑部の詳細は分からない。胴部上部に妓大径があり、562ｃｍである。そ

こに断面三角形の突帯が２条ある。頚部は内傾し、胴部はやや狼りをもち、底部に向かい曲線を描きな

がら窄まるフォームとなっている。底径は11.4ｃｍであり、やや厚みがあり、平坦な形状に仕上げてある。

内面はナデ調整、外面は工具ナデ、横ナデ調整が施されている。外面の胴部上部に黒斑がある。

出土遺物から翌棺の口縁部と胴部の一部が接合された。正確に判断できないが、上喪の一部と考えら

れる。口縁部の内側が全周打ち欠きのため正確に分からないが、平坦面がやや外傾した「Ｔ」字状の口

縁部を有し、口唇部が方形に仕上げてある。頚部直下に断面三角形の突帯が１条ある。外口径は４０．０cm、

胴部の最大径は約47.8cm、頚部はやや内傾していると考えられる。内外面共にナデ調整、口縁部は横ナ

デが施されている。外面の胴部上部に黒斑がある。

７号翌棺

７号喪棺は、６号翌棺の北側に並んだ形で検出されており、上謹の代わりに、小型の鉢が蓋として使

用され、口を合わせるように接している。

上翌の代わりの鉢は、口縁部が「く」の字状に外反しており、外口径２７１cm、器高17.4ｃｍである。

底径は105ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。外面はミガキ調擬、内面はハケ目調整後ナデ調盤、口

織部は横ナデが施されている。外面の胴部に黒斑がある。

下艶は、平坦面がやや外傾し内側に発達した「Ｔ」字状の口緑部を有し、口唇部が方形に仕上げてあ

る。器高が69.2cm、外口径は35.4cm、胴部上部に岐大径があり、52.0clmである。そこに断面三角形の突

帯が２条ある。頚部は内傾し、胴部はやや張りをもち、底部に向かい曲線を描きながら窄まるフォーム

で、６号翌棺の下翌と似ている。底径は11.0ｃｍであり、似みがあり、平坦な形状に仕上げてある。形式

的には須玖式に相当する。内外面共にナデ調整、口縁部は槙ナデ鯛擬が施されている。外面の胴部ほぼ

中央に黒斑がある。

８号翌棺

８号翌棺は、原位価を保っていなかったが、遺物を接合した結果、翌棺と判断した。

上謹の代わりの鉢は、口織部が価かに「く」の字状に外反し、外口径266cnn、器高17.5ｃｍである。

底径は13.4ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。外面は工具ナデ洲雛後にミガキ調整が、内面はナデ澗繁、

口縁部は横ナデが施されている。外面の胴部に黒斑がある。

下翌は、平坦面が僅かに外反する逆「Ｌ」字状の口縁部を有し、口縁部は丸みをもって仕上げてある。

器高が40.9cm、外口径は27.8cm、胴部上部に最大径があり、269ｃｍである。頚部はほんの僅かに内傾し、

全体的に「Ｖ」字状に近いフォームとなっている。底径は7,6ｃｍであり、やや厚みがあり、上げ底を呈し、

外反している。形式的には黒髪式に相当する。外面はハケ目、底部はナデ調整、内面はナデ調繋、口織

部は横ナデ調整が施され、内面底部には指頭圧痕が確認されている。外面に煤が付着しており、日術の

煮炊き川として使用されていた可能性が商い。

９号喪棺

９号艶‘棺は、東側が上喪で、Ｉ三I織部に打ち欠きがあり、西側の下翌が呑み込むように接していた。

上裂は、打ち欠きのため、口総部の詳細については分からない。打ち欠きの内径は約３１ｃｍである。

胴部上部に最大径があり、57.0ｃｍである。そこに断面「Ｍ」形の突帯が１条ある。頚部は鋭く内傾し、
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胴部が狼りをもち、底部に向かい曲線を描きながら窄まるフォームとなっている。底径は11.6ｃｍであり、

平坦な形状に仕上げてある。胴部下部に外側からの穿孔がある。外面は横ナデ調整とナデ調整、内面は

ハケ目調整後ナデ調整が施されている。形式的には須玖式に相当する。外面の胴部下部に黒斑がある。

下翌は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部直下に断

面三角形の突帯が１条ある。器高が726cm、外口径は462cm、胴部上部に最大径があり、46.7ｃｍである。

頚部はほんの値かに内傾し、全体的に「Ｖ」字状に近いフォームとなっている。底径は8.5ｃｍで、やや

厚みがあり、上げ底を呈し、外反している。胴部下部に外側からの打撃による穿孔がある。内外面共に

ナデ調整、内面胴部上部と外面胴部下部にはハケ目調整、口縁部には横ナデ調整が施されている。形式

的には黒髪式に相当する。外面の胴部上部に黒斑がある。

１０号要棺

１０号喪棺は、上翌の代わりに巨石が蓋として使用してあった。

下翌は、平坦面がやや外傾し、発達した「Ｔ」字状の口縁部を有し、口唇部が方形に仕上げてある。

頚部直下に断面三角形の突帯が２条ある。器高が115.9cm、外口径は67.6cm、胴部上部に簸大径があり、

68.1ｃｍである。胴部の中央に断面三角形の突帯が２条ある。頚部はほんの僅かに内傾し､全体的に「Ｖ」

字状に近いフォームとなっている。底径は12.5ｃｍであり、やや厚みがあり、平坦な形状に仕上げてある。

形式的には須玖式に相当する。内外面共にハケ目調整後ナデ調整、口縁部は横ナデ調整が施されている。

外面の胴部ほぼ中央に２つ黒斑がある。

遺構が水抜き栂にかかっており、その瀬から土器が大鼠に出土した。接合により、翌の口縁部と分かっ

た。平坦面がやや外傾し、発達した「Ｔ」字状の口縁部を有し、口唇部が方形に仕上げてある。頚部直

下に断面「Ｍ」形の突帯が１条ある。外口径は63.2ｃｍと推定される。内外面共にナデ調整、口縁部は

横ナデ調整が施されている。口縁部は下聖と似ている。

１１号窪棺

１１号翌棺は、上翌には鉢形土器が使用され、下饗は今回の調査の中で最も大型の翌であった。

上喪の鉢形土器は、平坦面がやや外傾し、発達した「Ｔ」字状の口縁部を有し、口唇部がやや丸みを

もって仕上げてある。頚部に断面三角形の突帯が１条ある。頚部から底部に向けて直線的なフォームと

なっている。器高が35.6cm、外口径は66.2ｃｍである。底径は12.8ｃｍで、厚みを帯び、値かに上げ底を

呈し、外反している。形式的には須玖式に相当する。内外面共にナデ調整、外面底部に工具ナデ調整が

施されている。外面の胴部に黒斑がある。

下翌は、平坦面がやや外傾し、発逮した「Ｔ」字状の口縁部を有し、口唇部が方形に仕上げてある。

器高が123.2cm、外口径は743cm、胴部上部に最大径があり、76.4ｃｍである。胴部の中央に断面三角形

の突帯が２条ある。頚部は僅かに内傾し、全体的に「Ｖ」字状に近いフォームとなっている。底径は

13.8ｃｍとやや大きく、やや厚みを帯び、平坦な形状に仕上げてある。形式的には須玖式に相当する。外

面は工具ナデ調整が、内面はナデ調整、口縁部は横ナデ調整が施されている。

１２号要棺

１２号裂棺は、上喪が下翌の口を覆うような形で出土している。

上蕊は、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部に断面三

角形の突帯が１条ある。器商が59.0cm、外口径は51.8cm、胴部上部に最大径があり、53.9ｃｍである。頚

部は内傾し、胴部は張りをもち、底部に向かい曲線を描きながら窄まるフォームとなっている。底径は

7.8ｃｍであり、平坦な形状に仕上げてある。内外面共にハケ目調確、口縁は横ナデ調整が施されている。

形式的には須玖式に相当する。外面の胴部下部に黒斑がある。
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下翌は、「く」の宇状に外反した口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。器商が750cm、

外口径は39.2cm、胴部上部に般大径があり、59.2ｃｍである。胴部の中央に断面三角形の突帯が1条、断

面方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は鋭く内傾し、胴部は大きく張りをもち、突帯部から底部に向か

い曲線を描きながら窄まるフォームとなっている。底径は104ｃｍであり、平坦な形状に仕上げてある。

内外面共にハケ目調整、口織部は横ナデ捌猫が施されている。外面の胴部上部に黒斑がある。

この他にも、遺物を接合した結果、艶の一部が出土していることが分かった。

１３号窪棺（位面不明）

４号翌棺墓の近く、Ⅱ区のＥ､７グリッドで、近代の掘削により原位侭を保っていない土器を多睡に取

り上げた。復元により、認の胴部ということが分かった。断面三角形の刻み目突帯が１条あり、胴部の

岐大径は50.1ｃｍと推定される。内外面共にハケ目調整が施されている。外面の胴部に黒斑がある。

１４号璽棺（位面不明）

４号艶棺墓の近く、Ⅱ区のＦ､７グリッドののり面で、近代の掘削により原位世を保っていない土器を

多丘に取り上げた。復元により、甥の口織部から胴部であることが分かった。「く」の字状に外反した

口縁部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてあり、内端を全周打ち欠いてあった。外口径は42.4cm、

胴部の最大径は57.4ｃｍと推定される。胴部に断面三角形の刻み目突帯が１条、断面方形の刻み目突帯

が１条ある。外面はハケ目測整後ナデ調整、内面はナデ調整、口織部も棚ナデ捌整が施されている。外

面の胴部に黒斑がある。

１５号聖棺（位因不明）

１１区のＦ･９グリッドののり而で、近代の掘削により原位価を保っていない土器を多量に取り上げた。

復元により、蝿の胴部から底部であることが分かった。胴部の般大径は57.6ｃｍと推定される。胴部に

断面三角形の刻み目突帯が１条、断面方形の刻み目突帯が1条ある。突滞部分から底部に向けて級やか

な曲線を描いて窄まるフォームをしている。底径は12.0ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。外面はハ

ケ目調整後ナデ調整と横ナデ捌盤、内面はナデ調整が施されている。外面の胴部下部に黒斑がある。

４号竪穴住居跡出士璽棺

４号竪穴住居跡は、調査Ｉ区のＦ‘G･６グリッドに位置する。２号洲に切られており、また、湧水瞳が多

いため、東に水抜き溝を切っているところである。そこから２基の翌棺が出土している。

１基は、口縁部から胴部にかけての土器片が出土している。「く」の字状に外反した口縁部を有し、

口唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部旗下に断面三角形の突帯が１条ある。外口径は44.8cm，胴部

上部に最大径があり、60.0ｃｍと推定される。胴部下部に断面方形の刻み目突滞が１条ある。頚部は内傾

し、胴部は大きく張りをもったフォームと考えられる。内外面共にハケ目鯛雛後横ナデ調整が施されて

いる。外面の胴部上部に黒斑がある。

もう一基は、胴部下部が出土している。胴部に断面三角形の突帯が１条、断面方形の刻み目突帯が１

条ある。その周囲径は69.1ｃｍと推定される。内外面共にハケ目鯛整が施されている。外面の胴部に赤

彩がある。

３号不明遺構出土璽棺

Ｉ区のＦ･Ｇ５グリッドに位慨する。４号竪穴住膳跡同様、２号洞に切られ、初水勉が多いために、東側

に水抜き洞を切ったところである。多吐に取り上げた土器の中から接合により、翌の口縁部が出土し

ている。「く」の字状に外反した口維部を有し、口唇部は丸みをもって仕上げてある。頚部直下に断面

三角形の突帯が１条ある。外口径は45.4ｃｍと推定される。口緑部に横ナデ、ナデ調整が施されている。

外面に黒斑がある。
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砧性があり細砂禽むつ全休的にポソポソしており1M色瞳子多く含む

砧性があり細砂含む。ポソポソしている。

黄測色Wi土粒混入。ポソポソしており水分を多く含む。

細砂と水分を多く含む。砧性射<ＩＭ褐色位子を多く含む

黙性があり細砂を含む。ポソポソしている。

第３節その 他 の 週 柵

(1)竪穴住居跡

１号竪穴住居跡

Ｉ区のE･F･３グリッドに位慨する。父IMI‘L90m、蝿l1illI3’63,,のやや不定形な災方形を.ＩＩＬしている。主,１１１

方位がＮ･31..Ｗであり、壁高約３３ｃｍであった。湧水のため、桃穴、炉跡、貯職穴等は確認できていない。

2本の溝状遺柵（１号洲と２号溝)に切られている。焚軸側に２つのピットがあるが、この住居に伴うも

のではないと思われる。弥生土器の台付艶などが出土している。

２号竪穴住居跡

Ｉ区のＥ･F-4グリッドに位級する。災'''''13.91m、短llilI13.02,1の災方形を呈している。主,'1111方位は』qJLillillI

に沿っており、雌iWiは約２４ｃｍであった。ｌ･り･腿穴住ﾉ跡|‘il隙、湧水のために、椛穴、貯蔵穴は硫脇で

きていない。中心部やや南側に多斌の炭が出土しており、そこが炉跡であった可能性はある。１号洲に

切られている。弥生時代の黒髪式土器の鉢などが出土している。

2ｍ【０

第２５図１号堅穴住居跡実測図

１号竪穴住屈跡

l層拠珊褐色粘孜士（7.5YR2/3】

2間暗渦色粘武士（75YR2/3）

3刷賠拠色Iﾉ叔土（7.5YR3純）

4屑暗測色Wi貿士（7.5YR3/3）

5層晴州色砧頁Iも（7‘5YIW3）
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第２６図２ 号竪穴住居跡実測医

Ｉ区のG･4.5グリッドに位股する。ル〔側が澗張陛外のため、形状は正確に確認できていないが、長軸

4.45m、主軸方位がＮ･85..Ｗの災方形を呈していたと推定される。｜櫛北lI1ii側が20ｃｍ程度ベット状に両く

なっている。湧水のためにはっきりとしたIii:,鰍はできていないが、中央に炉跡と思われる炭が出土し、

i)Ij側に貯蔵穴らしきもの（深さ約２５cn1)がある。柱穴は確認できなかった。砿iWiは約２６cInである。

４号竪穴住居跡

Ｉ区のF･Ｇ６グリッドに位股する。３号竪穴佐居跡同議、東側が測証区外のため、形状は正確に確認で

きていないが、短軸2.59m、主軸方位がＮ･59..Ｗの長方形を呈していたと推定される。２号溝に切られ

ており、特に湧水のjItが多かったために、桃穴、貯蔵穴、炉跡、床iiIi郡は確認できなかった。弥生時代

のコップ型土器などが出土している。

５号竪穴住居跡

１１区のＦ･９．１０グリッドに位股する。東側が鯛壷ｉｘ外のため、形状は正確に確認できていないが、長軸

6‘74m、主軸方･位がＮ-11｡‐Ｗの:長方形または方形を呈していたと推定される。柱穴、炉跡、貯蔵穴等は

陥惚できていない。雌商は約２１cInである。弥生土器の鉢が出土している。

３号竪穴住居跡

二一一

O’ 2ｍ

２号竪穴住居跡

I肘暗褐色粘賀上

2個暗褐色粘質土

3肘黒褐色諸黄土

(7.5YIW‘I】

(7.5YR3/3）

(7.5YR2鑓】

粘性．しまりともにやや強め。

粘性｡しまりともやや糊め｡砂質を若干含む。

砧性．しまりが粉い｡砂賀を多く含む
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３号竪穴住居跡

l摘にぶい黄燈色土

2屑やや這い灰黄褐色土

3屑にぷい黄褐色土

‘I肘うすい暗褐色土

5肘うすい灰蛍褐色士
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第２７図３号・４号・５号竪穴住居跡実測区
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４号竪穴住居跡
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５号竪穴住居跡

１膳暗褐色土（7縁5YIW3）

粘性やや弱い。しまりやや強い。

2肘黒掲色土（7.5YR3/2）

軸性やや蝿い。しまりやや強い。
鉄分を倉む。

‐…糎聖
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６号竪穴住居跡

Ⅱ区の、･１３グリッドに位Iiwtする。近代満に切られているため、形状は正確に確認できていないが、

長軸4.48m、主軸方位がＮ８ｏＥの方形または災方形を呈していたと推定される。､住穴、炉跡、貯蔵穴等

は確認できていない。２本の洲状遺拙（３号満と４号溝）を切っている。壁高は約３７ｃｍである。弥生土

器の台付謹などが出土している。

７号竪穴住居跡

１１区の南西側、･16.17グリッドに位慨する。６号竪穴住居跡同様、近,代猫に切られているため、形状

は正碓に確認できていないが、」劃i1113.35m、主ﾘﾘI方位がＮ･5..Ｗの長方形または方形を呈していたと推定

される。枇穴、貯蔵穴等は硫搬できていない。壁高は約１２ｃｍである。

８号竪穴住居跡

ＩI区のＣ･D･'７．１８グリッドに位iii‘lこする。６号竪穴ｲ1鵡跡や７号竪穴住居跡同.様、近代洲に切られてい

るため、形状は眼雌に碓認できていないが、災軸ａ９１Ｉ】】、主軸方位がＮ･6。‐Ｅで、４本柱の長方形または

方形を呈していたと推定される。貯蔵穴、硬化面は確認できていない。ピットが２つあるが、その大き

さから住ＡＩ+の柱穴とはなり得ず、この巡柵に伴うものではないと判断した。確尚は約１０ｃｍである。人

やや粘性があり、しまりがある。巡物を含む‘

佑性｡しまりがある。
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1肘極暗褐色土(7.5YR2/3）

粘性弱ぃ.しまりやや鞘い『

第２８図６号竪穴住居跡、３号・４号溝実測医

やや粘性があり､ややしまりがある‘

やや粘性があり､しまりが勅ぃ。

’

⑬
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３号刑

l爾榔色土(7.5YＭ３）

2間暗褐色土（7割5YR3A1】

刷
、

、 217

４号満

1用褐灰色土（7.5YIWI】

2屑褐色土（7.5YR3瓜）
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第２９図７号・８号．１３号。１４号竪穴住居跡、２２号土坑実測区

８号竪穴住居跡

1ルｆ照蹄潤色土（7.5YR3/2）

粘惟やや強い。しまりやや射い°逆物を少般含む。
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第３０図９号竪穴住居跡実測図
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０ 2nｒ

'１‘j'（I叫肢骨片）や弥生土器の小型杯が川土している。

９号竪穴住居跡

Ⅲ区のＣ･、22.23グリッドに位慨する。東側が調査区外のため、ＩⅡ区のC･、22.23グリッドに位慨する。東側が調査区外のため、形状は正確に確認できていないが、

艮軸5.21m、主軸方位がＮ･75°｡Ｗの長方形または方形を離していたと推定される。北側と南側に約２０ｃｍ

ベット状の高まりが確認されている。住穴は２本確認されており、深さは約20ｃｍ程度であった。湧水

のため、炉跡、貯蔵穴等は硫鮒できなかった。繋商は約３１ｃＩ１１である。人骨（大腿冊の一部）や弥生土

器の蝋などとともに階製ｲi斧が川上している。

１０号竪穴住居跡

Ⅲ区のB･C-22.23に位Wtする。近代洲に西側が切られているため、形状は正確に確認できていない

が、短軸4.26m、主軸方位がN･23..Ｗの長方形を呈していたと推定される。貯蔵穴は確認されていない

が、中央に炉跡､東側と西側に柱穴がある。西側に往穴からは、イi包丁が４個鵬土した。壁商は約８ｃｍで、

縦穴の深さは約１１ｃｍである。

－４７－
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１０号竪穴住居跡

1剛灰オリーブ色土（5YIW2）粘性｡しまり弱め、砂買多く含む。

多倣の焼土含む。

2層黒色土（10YR7/l）しまり弱い。炭化物あり。
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第３１図１０号竪穴住居跡・１０号竪穴住居跡内Pit遺物出土状況実測図
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１号竪穴住居跡

１号竪穴住辰跡
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第３２図１１号。１２号竪穴住居跡実測図
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Ⅲ区のＢ･C･23.24グリッドに位侭する。西側が捌盃区外のため、形状は正碓に確認できていないが、短

軸4.76m、主軸方位がＮ･22.-Ｅの長方形を呈していたと推定される。中央に炉跡と東側に約１０ｃｍ程度

ベッド状の高まりが確認されている。柱穴が東側にあり、２本柱だった可能性が商い。壁高は約３４ｃｍで、

柱穴の深さは約１０ｃｍである。弥生土器が多１１tに出土しており、人骨（大腿什)､聯製石嫉も出土している。

１２号竪穴住居跡

１１号竪穴住A叶跡に切られているため、１１;確な形状、柱穴、炉跡等は確認できなかった。掘削当初は

１１号竪穴住端跡に処て勝えられたと考えていたが、１２号竪穴住居跡からは弥生時代中期と思われる鉢

の口縁部が出土しており、１１号竪穴住居跡の出土逝物（弥生時代後期の土器が中心）とは時期差があり、

建て替えの可能性はほとんどないことが分かった。

１３号竪穴住居跡

ⅡI区のＣ･､･２５グリッドに位世する。東側が捌張慨外のため、形状は正確に雌蝿できていないが、焚

軸415ｍの長方形または方形を呈していたと椛定される。柱穴、貯蔵穴、炉跡郡は確認できなかった。

わずかだが、北側にベッド状の商まりが脈,附されている。弥生土器の劃の底部が川土している。

１４号竪穴住居跡

ＩⅡ区のＣ･I).25グリッドに位置する。東側が澗究区外のため、形状は正確に碓認できなかった。北側

第３３図１５号竪穴住居跡実測区

ロ 2『

１１号竪穴住居跡

Ⅲ区のＢ･C･23.24グリッドに位侭する。西側が捌査区外のため、
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第３４図１６号竪穴住居跡実測区
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ややしまりあり‘

しまりなし｡多批の焼上･炭化物を含む

しまりやや強い｡鯉化物を多く含む。

にベッド状の商まりが確認されている。畷I}.Hは約２０ｃｍである。

１５号竪穴住居跡

ＩⅡ区のＢ･C･26.27グリッドに位演する。及紬‘1.48m、短紬3.72111、主軸方位がＮ･'7..Ｅの蛙方形を呈し

ており、湧水のため、貯蔵穴、炉跡等は確認されていない。桃穴は東西にあり、２本柱だった。他に

ある３つの柱穴はこの住居に伴っていないようである。擬商は約８ｃｍで、柱穴の深さは約１０ｃｍであるｃ

弥生土器の台付謹などが出土している。
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１６号竪穴住居跡

１肘蹄禍色帖没j

2n川にぷい赤洲f

21)刑１Ｍ拠色粘髄Ｉ

2ｍ

蛎禍色帖筑土(7.5YR3/h1）

にぶい赤洲色粘筑土(sYIW4】

1M拠色粘髄土(7.5YR3山1）
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莞３５図１７号堅穴住居跡軍制I園
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ｌ６ｉｊ･竪穴住居跡と１７号竪穴住居跡は、その形状または出土遺物から、古代の竪穴住居跡と判断した。

１６号竪穴住居跡

Ⅱ区のI)｡E･'２．１３グリッドに位慨する。一辺約3.75m、主軸方位がＮ･8()｡．Ｗ、４本桃の方形を呈してい

たと推定される。近代洲に切られているため、正碓に伽,惚できていないが、壁際に赤い焼土が出土して

いることから、閣側に竃があったと思われる。出土辿物は古代の弧恵器の杯が出土している。盤尚は約

10ｃｍで、柱穴の深さは約２０cI11である。

１７号竪穴住居跡

ｉⅡ区のＢ･C･22-24グリッドに位置する。西側が調究区外のため、形状は正確に確認できていないが、

焚紬6,6‘1m、主軸方位がＮ･71.-Eの長方形を呈していたと推定される。湧水のため、貯蔵穴、炉跡等は確

認できなかったが、南側に柱穴が１つ確認されている。壁商は約１１ｃｍで、柱穴の深さは約２５ｃｍである。

古代の土師器などが出土している。
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２号土珊里

② 、

一Ａ’
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１号届罰詫盛
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百日

A且_聖

Ａ星空

_八１
１号土堀璽

l周端禍色粘没土（7.5YR3/2）

砧性料い。しまりやや強め。砂貿を少侭含む

2層諾褐色賭寅土（l0YR3/3）

帖性非術に猫い・１筋より砂筑を多く含む。
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第３６図１号・２号・３号土服基実測図
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４妙から６号土城雄は、湧水があり、人'W･を検川するまで、土城基の存在が認識できなかった。Ill区

のＣ-22グリッドに位慨する。人骨は３体が少し砿なり合うように縦に並んでおり、頭位は３体とも東

であった。基城の大きさや人骨の埋葬状況などから､ド|｣断して、ｌ'りじ時期に同じ土城墓に埋葬された可

能性が商い。

４号土城塞

離職は、是軸1.19m、短軸0.84m、主軸方位Ｎ･45｡･Eの蛙方形を呈している。

第３７図４号・５号・６号士珊墓実測図

(2)土珊墓

１号土珊墓

ｌＩＩＩﾉ<のD･21グリッドに位樋する。墓職は、長軸2.05111、瓶'#'111.24,1、主llilIl方位抑･82..Ｗの不定型な桁円

形を塁している。墓城深は約４９ｃｍであり、東西に'二i石が埋仙してあった。頭蓋と大腿骨の一部が出土

しており、頭位は東側であった。

２号土堀墓

Ⅲ区のＤ･21グリッドに位置する。墓蛎は是紬1.09m、短軸q91m、主軸方位Ｎ･33..Ｗのやや不定型な円

形を呈している。墓壌深は約28ｃｍである。骨粉が川土している。

３号土珊墓

Ⅲ区のC･２２グリッドに位置する。この辺りから南側に緩やかに地表而が傾斜するので、重機及び人

力で掘削を行うことにしたが、その作業中にこの遺椛を倹川したので、南側は掘削されていた。墓城

の正確な形状は分からないが、長軸0.96ｍの健方形と惟定される。蕊職深は約34ｃｍであった。顎骨等

が出土している。
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第 ３ ８ 図 １号・２号士坑実測図

＞
、

蕊城は、焚軸1.00m、短軸089m、主軸方位Ｎ･42。｡Ｅの長方形を呈している。

６号土堀墓

離城は、及軸１.()1ｍ、沌柵0.81ｍ、主軸方位Ｋ･50c･Ｅの長方形を呈している。

から勝製(i雌が川土している。位I州M1係から、体内にあったものと‘ｕｌ定され、

肘こまれた可能性もある。

＞
■

(3)土坑

土坑の多くが、艶'1雛の近く位脱すること、底面にフラットな面をもつこと、また、中には、柵･ﾊ･や

鯛が出l:したものもあることから、土城塞だった可能性がある。ただし、伽Ｉ１１;跡から竹･ﾊ･や1Ｗが出-ｔし

た例もあり、土城蕊とＷﾘ断できるIﾘj雌な理I'1（頭蓋骨等の人骨がⅡ1土した尋）がない場合は土坑とした瞳

１号土坑

ＩⅨのＦ･５グリッドに位{ifiする。２妙洲に切られているため、形状はllf脈に雌‘脇できていないが、蛙lliIl1

2.35,1、短棚約1.001,のほぼ腿方形をIILしている。出土遺物がないが、２砂洲に切られ、２妙竪穴住ノル跡’

－，，－

５ 号 ± 畷 墓

６り土城蕊の人骨の腹部

刑弗品とは考えられず、
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４号土坑

1胴Ｍｉ蹄禍色Iﾉ叙上（7.5YR2/3）
砧性･し鋤脳い。砂質あり。

⑮ ⑬

一Ａ‘Ａ－一Ａ’

Ａ皇聖 － Ａ ‘

０

Ａ聖２ －Ａ。

６号土坑

l脳蹄拠色佑貢土(7.5YR3/3）

粘性･し鋤やや卿い°

３号土坑

IjW棚1細色紬倣土（7鋤5YR2/3）

砧惟･し劫やや弱め。砂笈ありく

第３９図３号・４号・５号・６号士坑実測図
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５号土坑

2聯略褐色粘寅土(7.5YR3/3）

粘性｡しまりやや弱い。

閏
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一



ア
心
胸
悔

『9８ 龍

－５７－

､

第４０図７号・８号・９号土坑実測区
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７号土坑

1肘胤褐色砧黄土（7.5YIW2）粘性土、ややしまりあり‘

2Ｍ蹄褐色帖萱士（7.5YR3/3）鮎性･Ｉ層よりやや弱い。

A且_聖 一Ａ ’

“⑧
Ａ－

帖性弱い。ややしまり弧い･

帖性輔い。ややしまり蝋い･

柵色ブロックを含む。

８号土坑

1層照褐色帖笈土(7.5YR3/2）

粘性あり、ややしまりあり。

2溺蹄褐色Wi筑上(7.5YR3/3）

砧性｡しまり１肘よりやや強い。
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９号土坑

I聯賊褐色納笈土（7.5YIW3）

2刑暗褐色Wi璽土（7.5YlW3）
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１０号土坑

ljif暗褐色ﾘ伽土(7.5Yl《3ﾉ3）粘性があり、問くしまる。
2脳暗褐色階笈士（7.5YR3鋤輪性があり、ややしまる〃

〆

＞

第４１図１０号．１１号土坑実測区
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１１号土坑

ｌ層町出色砧黄土（7.5YR3/､1）帖性があり、しまり強い。
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１３号土坑

lhifWf褐色粘貧上（7.5YR3/3）

洲ﾉkがあり、比較的よくしまる。
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第４２図１２号．１３号。１４号．１５号土坑実測図

１５号土坑

l肘暗褐色枯質士（7.5YR3/3）
粘性弱い。しまりやや弱い。
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１４号土坑

I府暗褐色砧質土（7.5YlW3）

粘性やや弱い。しまりやや強い．



l肘暗掲色粘笈土（7.5YR3/4）

職性やや鮒い°しまりやや強い。

2胸暗褐色納貿士（7.5YR3側）

帖性やや弱い。しまりやや強い。
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第４３図１６号・１７号．２１号土坑実測図
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第４４図１８号．１９号。２０号土坑実測区
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１８号士坑

Ａ’

l願晴褐色粘笈土（7,5YR3/3）佑性弱い。しまりやや強い。

１９号土坑

1階暗褐色鮎磁土（7,5YR3/3）粘性弱い。し農りやや卿い。砂混入

２０号土坑

l層暗褐色粘質士（7.5YR3/‘i）粘性弱い。しまりやや粉い。
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２３号土坑

1肘ＩM褐色砧筑土

2府猟褐色粘筑土

3吋川棚色枯磁土

カーボンを多く含む。

砂質を少し含む。

しまり弱いふ２肘に比べ砂礎争い、

(2.5YR3/2）

(IOYR3/3）

(7.5YR3/2）

、くしまる。

粘性があり、

粘性があり、
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第４５図２３号．２４号。２５号土坑実測図
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２４号土坑

1職暗オリーブ褐色W叙土（7.5YR3/3）

粘性があり、よくしまるカーボン･焼土。

2肘暗灰褐色粘笈士（RWl〉

砂があり、カーボンを多脳に含む。

1ｍ



を切っている関係から、弥生時代と判断した．

２号土坑

ｌ区の勝５グリッドに位杜する。西側に水抜き満を切ったため、正確な形状は確認できていないが、

災軸3.68ｍのやや不定形な長方形又は方形星をしている。深さは約50ｃｍであり、底面は２段にフラッ

トな面をもっている。その大きさから悠穴住崎跡だった可能性もあるが、雌而のラインが直線になって

いないと判断したため、土坑とした。弥生土器片が出土している。

３号土坑

１１ｌｘのI:､９グリッドに位世する。西側を近代洲に切られているため､形状は正確に確認できていないが、

短軸0.73m､主軸方位がN,66..Wの術円形を呈している。深さは約１１ｃｍであり、底面はフラットな面をもつ。

什粉郡は確腿されていないので土坑としたが、近くに４号蝿杭蕪があることから、土壊墓だった可能性

もある。

４号土坑

Ⅱ区の”グリッドに位世する。４冊土坑何搬に西側をわずかに近代洲に切られているため、形状は正

確に確脇できていないが､長軸1.24m､主軸方位がＮ,14..Eのほぼ円形を呈している。深さは約28ｃｍであり、

庇而は怖円状にほぼフラットな而をもっている。こちらも３号土坑とIj1棟の理由で、土壊墓だった可能

性もある。

５号土坑

Ⅱ区のE､１０グリッドに位世する。焚軸1.74m、短軸1.58m、主袖方位がＮ､87..Ｗのほぼ隅丸方形を呈し

ている。深さは約４６ｃｍであり、底面は少し東側に傾斜している。６号土坑を切っている。

６号土坑

Ⅱ区のＥ･F,１０グリッドに位仙する。７号土坑に切られているため、形状は正確に確認できていないが、

短軸1.29m､主軸方位がＮ,78..Eの柵円形を呈している。深さは約38cn1であり、底面にフラットな而がある。

７号土坑

Ⅱ区のＥ･１０グリッドに位慨する。奨軸1.21ｍ、短袖0.81ｍ、主軸方位がＮ､39..Ｗのやや不定形な柵円形

を呈している。深さは約３６ｃｍあり、底而にほぼフラットな耐がある。

８号土坑

Ⅱ区のE･'0.11グリッドに位牡する。西側を近代洲に切られているため、形状は正確に確認できてい

ないが、災軸1.71ｍ、主軸方位がＮ,3..1§のやや不定形な隅丸方形を呈している。深さは約２９ｃｍであり、

唾而に２段のほぼフラットな面がある。′i片と歯が出土しており、土城蕊だった可能性もある。

９号土坑

Ⅱ低のE,１０．１１グリッドに位腿する。災袖1.78m、短軸1.54m、主袖方位がＮ56..Ｗのやや不定形な|I」

形を里している。深さは約26ｃｍであり、底而はほぼフラットに近い状態であった。

１０号土坑

Ⅱ区のE､11グリッドに位股する。蛙軸1.69m、短軸1.26m、主軸方位がＮ､56..Ｅのやや不定形な柵lﾘ形

をしている。深さは約30ｃｍであり、晦而にほぼフラットな而がある。曲が川土しており、土城飛だっ

た可能性もある。

１１号土坑

ＩＩＩＸのＥ､10.11グリッドに位砥する。東側が調盃区外のため、形状は正確に確認できていないが、災

軸1.92m，主軸方位がN11c.Ｅのやや不定形な方形又は災方形を呈している。深さは約１５ｃｍであり、庇

而にはほぼフラットな而がある。

－６３－



１２号土坑

Ⅲ区の､．E､１１グリッドに位mする。西側を近代溌に、東側を１４号土坑に切られているため、形状は

正確に硫認できなかった。ピットと考えるには大きすぎるために土坑とした。

１３号土坑

１１区のE､11.12グリッドに位世する。西側を近代溝に切られているために、形状は正砿に硫認できて

いないが、焚軸1.54m、主軸方位は南北軸のやや不定形な方形を呈している。深さは約４２ｃｍであり、底

面にほぼフラットな面がある。歯が出土しており、土城墓だった可能性もある。

１４号土坑

Ⅱ区のＥ､14.15グリッドに位世する。長軸1.48m、短軸1.46m，主軸方位がＮ､87..Ｗのやや不定形な隅

丸方形を呈している。深さは約１５ｃｍであり、底面にはほぼフラットな面がある。

１５号土坑

Ⅱ区の、．E､15グリッドに位侭する。長軸1.52m、短軸1.00m、主軸方位がＮ,59..Ｗの隅丸及方形を呈し

ている。深さは約１０ｃｍであり、底面はほぼフラットに近い状態であった。３つのピットはこの遮櫛に

伴うものではない。

１６号土坑

１１区の、．Ｅ１６グリッドに位世する。長軸1.45m、短軸1.33m、主軸方位がＮ,55..Ｅのほぼ方形を呈して

いる。深さは約１６ｃｍであり、底面にはほぼフラットな面がある。１７号土坑を切っている。

１７号土坑

Ⅱ区のD,16.17グリッドに位腿する。１６号土坑に切られているため、形状は正硫には確偲できていない

が、長軸1.86m、短軸1.42m、主軸方位がN,279Ｗのほぼ長方形を呈している。深さは約17cmであり、底面

にはほぼフラットな面がある。

１８号土坑

Ⅱ区の、､１７グリッドに位侭する。長軸1.66m、短軸1.08m，主軸方位がＮ,42..Ｅのやや不定形な長方形

をしている。深さは約１９ｃｍであり、底面にはほぼフラットな面がある。

１９号土坑

Ⅱ区の、．E､１７グリッドに位世する。畏軸1.32m､短軸1.16m､主軸方位がＮ,53｡.Eのほぼ方形を呈している。

深さは約１９ｃｍであり、底面にはほぼフラットな面がある。

２０号土坑

Ⅱ区の、､１７グリッドに位脳する。上部をかなり掘削した状懸で迫榊を検出したので、形状は正確に

確認できていないが、長軸1.58m、主軸方位がＮ65°.Ｗの長方形又は方形と推定される。深さは約３４ｃｍ

であり、底面はほぼフラットな状態であった。歯が出土しており、土城墓だった可能性もある。

２１号土坑

Ⅲ区のＣ,２５グリッドに位置する。艮軸1.85m、短軸0.92m、主軸方位がＮ･41..Ｅのやや不定形な桐円形

を呈している。深さは約３４ｃｍであった。弥生土器の台付翌の破片が出土している。

２２号土坑

Ⅲ区のＣ･､､２５グリッドに位世する。当初、１４号竪穴住居跡としてプランを立てて掘削していたため、

形状等は確潔できていないが、焚軸約2.75ｍの長方形と推定される。その他の情報は不明である。

２３号～２５号土坑はⅢ届で遺柵を検出しており、出土退物から時代を古代と判断した。

２３号土坑

ＩⅡ区のＣ22.23グリッドに位世する。長軸1.62m、短軸1.51ｍ，主軸方位がＮ･19..Ｅの不定形な円形を

－６４－



O）

～

、

号
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細砂を含みポソポソしている。

】脳より粘性弧い、黄色が少しまじる『
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２脳描灰色土１厨より貼性が高い。蝿が強い灰色。

(S=1／100】
３牌褐灰色士２脳に似ている‘，やや･出色が入る，

２号満状週柵

l屑照褐色軸筑土

21脚暗褐色粘倣士
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号不明週柵

極褐色粘箕土

暗褐色粘覚土

陪褐色粘賀土

１
“
刷
脳
脳

１
２
３

(7.5YR2/3〕

(7.5YR3/3）

(7.5YR3/3）

粘性がある。細かい砂を含みポソボソしている。』肌色粒子を多く念む＠

全体的にボソポソしている。武掲色粘土ブロックを含む。

全体的にポソンポソしている。２層よりも砂粒を多く含む。

、
皇

－６６－

２号不明道禍

1層鯖褐色土

2層無褐色糟蜘土

3悩にぶい蛍褐色_l：

しまりが弱く、さらさらしている。細かい砂を含む。

粘性が強い。ＭＷより、しまりが強い。少厳の炭がまじる。

砂質が強く、さらさらして、しまりが弱い。

ｑ
ｑ
ｑ
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第４７図１号・２号不明遺描実測区
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第４８図３号・４号不明辿価実測区

ｄＣ１Ｉ……

３号不明週仙

I府鼎褐色戦買土(7.5YR3/2）砧性やや脳め。しよりはやや強い

こう

⑬
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呈している。深さは約４０ｃｍであった。土師器が出土しており、炭もあったことから、古代のゴミ坑だっ

た可能性がある。

２４号土坑

ⅡI区のＣ22.23グリッドに位瞳する。長軸1.84m、主軸方位がＮ･7°｡Ｅのほぼ円形を呈している。深さ

は約５６ｃｍであった。２３号土坑同様、土師器が出土しており、炭もあったことから、古代のゴミ坑だっ

た可能性がある。

２５号土坑

Ⅲ区のＣ,22.23グリッドに位澄する。長軸162m、短軸1.51m、主軸方位がＮ85..Ｗのほぼ円形を呈し

ている。深さは約１５ｃｍであった。

(4)渦状週柵

１号潮

Ｉ区のE-G2,４グリッドに位置する。幅が約0.95m､深さ約100cm､主軸方位Ｎ,58..Ｗ､長さが約14.5ｍであっ

た。１号竪穴住居跡を切っている。弥生土器の壷の破片などが出土している。

２号洞

Ｉ区のＥ－Ｇ３－６グリッドに位置する。幅045-0.55m、深さ60-70cm、主軸方位がＮ,32..Ｗであり、長さ

が約19.5ｍであった。１号･２号･４号竪穴住居跡、１号･２号土坑、１号不明遮榊を切っている。弥生土器

の商杯の脚部片などが出土している。

３号溜

Ⅲ区の、｡E,１３グリッドに位置する。幅約0.60m､深さ２５cm､主軸方位がＮ,65..Ｗであり、長さが約5.00ｍ

であった。７号竪穴住居跡に切られている。弥生土器の鉢の破片などが出土している。

４号潮

Ⅱ区の，．E-13.14グリッドに位i、する｡幅約1.12m､深さ２７cm,主軸方位がN､72..Ｗであり、憂さが約4.90ｍ

であった。７号竪穴住居跡に切られている。弥生土器の破片とともに磨製石嫉が出土している。

(5)不明週櫛

１号不明遺構

ｌ区のＥ･Ｆ５グリッドに位髄する。長軸が3.4ｍ以上あり、短軸1.15m、深さ５４cm、主軸方位Ｎ,57..Ｗで、

西側が鋭角な三角形、東側が少し不定型な楕円形を呈している。東側が２号洲に切られている。土坑が

2つあり、ffi円状の土坑が三角形の土坑を切っているとも考えられるが、立ち上がり等が明確に確認で

きなかったし、出土巡物もないため、不明逝栂とした。

２号不明週栂

Ｉ区のＥ､６グリッドに位世する。長軸が3.2ｍ以上あり、短軸1.47m、深さ６４cm、主軸方位Ｎ,42..Ｗで、

東側が不定形な円形、西側が澗状になり、調査区外に出ている。土坑と澗状遮櫛がつながっているとも

考えられるが、立ち上がり等が明確に確認できなかったし、出土過物もないため、不明道柵とした。

３号不明遺栂

Ｉ区のＦ･G,５グリッドに位世する。掘削時は長軸1.93m、深さ４０ｃｍのやや不定形な方形又は長方形の

プランを立て掘削を行ったが、湧水通がかなり多く、東側に水抜き満を切り、西側は２号澗に切られて

－６８－



いるため、形状は正確に確認できなかった。また、弥生土器の壷や裂の破片の中に、縄文土器の浅鉢の

破片も出土しており、時代も確認できないことから、不明逝柵とした。

４号不明遇桶

川区のF,９グリッドから､赤色の土器を多斌に取り上げた。接合により弥生土器の赤色の認と分かった。

原位倣を保っていなかったので、不明遺構とした。

－６９－



第４節遺物

（１）竪穴住居跡出土週物

く１号竪穴住居跡出土遺物＞

l弥生土器の鉢の口織部から胴部片である。内外面共にハケ目澗整後ナデ調整が施され、内面の一部

に指頭圧痕がある。復元による口径は11.8ｃｍで、残存器商は6.9ｃｍである。

２弥生土器の鉢の口縁部から胴部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、

一部に指頭圧痕がある。復元による口径は11.9ｃｍで、残存器高は7.2ｃｍである。

３弥生土器の壷の口縁部である。上端が尖る断面三角形の複合口縁を有する。内外面共にナデ調磯が

施され、内面が剥離している。復元による口径は15.8ｃｍで、独存器高は3.3ｃｍである。

４弥生土器の壷の頚部から胴部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整が施され、頚部には櫛描平行

文と櫛描流水文がある。内面はハケ目調整後ナデ調整が施されている。残存器高は8.3ｃｍである。

５弥生土器の台付翌であり、脚部が一部破損している。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部

は方形に仕上げてある。外而はタタキ調整後ハケ目調整、内面はハケ目調整後ナデ調整が施されている。

口縁部は内外面共にハケ目調授が施されている。口径は19.7ｃｍで、胴部最大径は21.4ｃｍ、残存器商は

34.3ｃｍである。

６弥生土器の台付翌であり、脚部が一部破損している。土器片の一部は１号溝より出土している。「く」

の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。外面はタタキ調整後ハケ目調整、内面

はハケ目調整が施され、一部に指頭圧痕がある。口縁部は内外面共にハケ目調整が施されている。外面

に焼成時の黒斑がある。口径は14.4ｃｍで、５に比べると口が狭く、胴部最大径は19.7ｃｍ、残存器高は

30.9ｃｍである。

＜２号竪穴住居跡出十週物＞

７弥生時代の黒髪式土器の鉢の口縁から底部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇

部は丸みをもって仕上げてある。内外面共にハケ目調整後ナデ澗整が施され、内面の一部に指頭圧痕

がある。口縁部に小さな穿孔がある。復元による口径は16.7ｃｍで、残存器高は18.0ｃｍ、胴部最大径は

20.0ｃｍである。外面と口縁部に赤彩がある。

８弥生十器の鉢の胴部から底部である。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施されている。胴部に内

面からの穿孔がある。底径は6.4ｃｍで、残存器高は22.4ｃｍで、胴部最大径は23.9ｃｍである。

９弥生土器の高杯の杯部片である。外面は粗いハケ目調整後ナデ澗整、内面は粗いミガキ調整が施さ

れ、暗文がある。残存器商は5.7ｃｍである。

１０弥生土器の高杯の脚部である。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施され、脚部内面上部に絞り痕

がある。底径は１７．１ｃｍで、強存器高は21.0ｃｍである。

＜５号竪穴住居跡出十面物＞

ｌｌ弥生土器の鉢の口縁部から胴部片である。外面はナデ捌盤、内面はミガキ調整が施されている。復

元による口径は12.2ｃｍで、娩存器商は3.9ｃｍである。赤色土器である。

＜８号竪穴住居跡出土道物＞

１２弥生土器の小型鉢である。外面はハケ目調整後ナデ調盤が施され、内面に指頭圧痕がある。口後は

6.1ｃｍで、器高は４５ｃｍである。
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＜４号竪穴住居跡出土遺物＞

ｌ３弥生土器の鉢のI｣縁部から胴部片である。外面胴部はナデ澗整、底部はハケ目綱耀後ナデ調雛、内

面はナデ調雅が施され、｜ﾉj面の－．部に指頭圧疲がある。復元による１１径は14.4ｃｍで、胴部雄大径は

15.9ｃｍ、残存器高は9.2ｃｍである。

'４弥生時代のコップ型土器である。外而はミガキ調路と一部にハケ目調雅、内而はハケ目調整後ナ

デ洲鴨が施されている。IliI1部下部に三角形の突帯が１条貼り付けてある。１１径は6.2ｃｍで、胴部径は

8.0ｃｍ、残存器高9.7ｃｍである。

'５弥生土器の鉢の口縁部から胴部片である。外而は伽状工共による澗整、内面はミガキ捌整、ＬI織部

は横ナデ調雅が施されている。強存器商は5.2ｃｍである。

１６弥生土器の高杯の杯部片である。外面はハケ目調磯後ナデ‘凋整、内面はミガキ糾催が施されている。

復元による1.1径は30.2ｃｍで、強存器高は4.8ｃｍである。赤色土器である。

ｌ７弥生土器の高杯の杯部片である。赤色土器で、内面と口織部にミガキ調雛が施してあり、内面に暗

文がある。砿存器商は４．０ｃｍである。

－７３－
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＜６号竪穴住居跡出土過物＞

2O弥生土器の鉢の1-1紘部から胴部片である。「く」の字状に外反した11縁部を有し、口唇部はやや丸

みをもって仕上げてある。内外面共にハケ11鯛整後ナデ調整が施され、内面と口縁部に指頭圧痕がある。

復元による１１径は15.5ｃｍで、川部並火径は17.8ｃｍで残存器商は13.6ｃｍである。

2l弥生土器の蕊の口織部から胴部片である。「くｊの字状に外反したI｣縁部を有し、Ｌ1警部は方形に

仕上げてある。外血はタタキ洲整後ハケ目捌整、内lfIiはハケ目洲雅後ナデ調雛が施され、指頭圧浪があ

る。口経は21.5ｃｍで、胴部雌大径はほぼ中央にあると推定され25.9ｃｍで、残存器商は32.9ｃｍである。

2４
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第５３図９号竪穴住居跡出十遺物実測図
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１８弥生時代の弧の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した１１縁部を有し、口瞥部は方形に

仕上げてある。外面はタタキ澗整後ハケＨｉ１Ｍ焔、内面はハケ目‘洲絡後ナデ調Wfが施されている。復元に

よる口径は15.8ｃｍで、残存器商は12.2ｃｍである。

１９１８とⅢじ形式の翌の胴部片である。外1ｍはタタキ調擢後ハケ目洲雅、内面はハケ目調整後ナデ誰

轄が施されている⑥残存器商は10.1ｃｍである。
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２２弥生土器の台付遜であり、口織部と脚部が一部破損している。「く」の字状に外反した口縁部を有

し、口唇部は方形に仕上げてある。外面はタタキ鯛整後ハケ目調整、内而はハケ目調整後ナデ調整、口

縁部の内外にもハケ目調整が施されている。復元による口径は19.8ｃｍで、胴部股大径はほぼ中央にあ
り24.2ｃｍで、残存器高は37.3ｃｍである。

２３弥生土器の翌の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方形に

仕上げてある。外面はタタキ調整後ハケ目鯛整、内面はハケ目調整後ナデ調整が施され、内面に指頭圧

痕がある。口縁部の内外面にもハケ目調整が施されている。口径は22.4ｃｍで、胴部の峨大径はほぼ中

央にあり26.8ｃｍで、残存器高は33.5ｃｍある。

く９号竪穴住居跡出土遺物＞

２４弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整、口縁部

には横ナデ調整が施されている。復元による口径は11.4ｃｍで、器商は7.2ｃｍである。

２５弥生土器の喪の口縁部から胴部片である。「く」の字状に僅かに外反した口縁部を有し、口唇部は

方形に仕上げてある。口縁部は横ナデ調整、内外面共にハケ目調狼が施されている。残存器高は6.2ｃｍ

である。赤色土器だったと思われ、口唇部と胴部に赤彩がある。

２６弥生土器の壷の胴部から底部である。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施され、外面胴部の上部

に櫛描円文または櫛描流水文がある。復元による胴部最大径は27.7ｃｍのやや丸底と推定され、残存器

高は31.1ｃｍである。

２７弥生土器の翌の底部である。外面共にハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、指頭圧痕

がある。底径は7.5ｃｍであり、上げ底を呈している。残存器高は4.4ｃｍである。

２８弥生時代の壷である。口縁部は頚部から大きく外反し、上端と下端を尖らせた断面三角形の複合口

縁を有し、横ナデ調整が施されている。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施され、外面頚部には櫛描

平行文と櫛描流水文があり、内面の一部に指頭圧痕がある。口径は21.4ｃｍで、器高は51.2ｃｍ、胴部最

大径は30.0ｃｍで、尖底である

＜１１号竪穴住居跡出土遺物＞

２９弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。外面の胴部はナデ調整、底部はハケ目調整、内面はナデ

調整が施され、内面の一部に指頭圧痕がある。復元による口径は９．０ｃｍで、器高は5.7ｃｍである。

3O弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。２９，３１，３２に比べると胴部の張りがなく、口縁部から

底部に向かいほぼ直線的に窄まるフォームをしている。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施されてい

る。復元による口径は12.6ｃｍで、底径は平で4.6ｃｍ、器商は6.9ｃｍである。

3ｌ弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。外面胴部は粗いハケ目調繁後ナデ調整、底部はタタキ調

整後ナデ調整が施され、内面はハケ目調整後ナデ調盤が施され、一部に指頭圧痕がある。復元による口

径は13.5ｃｍで、残存器高は8.4ｃｍ、丸底と推定される。

３２弥生の鉢の口縁部から底部片である。外面はハケ目調雅後ナデ調整が施され、部分的にナデ消しが

ある。内面はナデ調整が施され、一部に指頭圧痕がある。口径は13.1ｃｍで、残存器高は10.0ｃｍ、胴部

最大径は15.6ｃｍ、丸底である。

３３弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。頚部がくびれ口縁が広がり、口径が10.0ｃｍ、胴部最大

径は13.0ｃｍとやや胴部が張るフォームをしている。外面は回転ナデ調整とハケ目調整、底部はハケ目

調整が施され、内面はナデ調整が施され、一部に指頭圧痕がある。残存器商は8.6ｃｍである。

－７７－



３４弥生土器の鉢の頚部から胴部片である。頚部がくぴれ口縁が広がり、口径と胴部径がほぼ同じ大

きさのフォームになると思われる。内外面共に粗いハケ目調整後ナデ調整が施されている。残存器高は

11.2ｃｍである。

３５弥生土器の鉢の口縁部から胴部片である。３５～３９は頚部がくびれ口縁が広がり、口径より胴部最

大径が小さいフォームをしている。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面は削り後ナデ調整が施されてい

る。復元による口径は17.6ｃｍで、残存器高は7.2ｃｍである。

３６弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、

底部に指頭圧痕がある。口径は18.5ｃｍで、残存器高は9.4ｃｍ、丸底と推定される。

３７弥生土器の鉢である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、指頭圧痕があり、

一部削りもある。復元による口径は19.6ｃｍで、残存器高は10.1ｃｍ、復元により丸底と推定される。

３８弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、

指頭圧痕があり、籾痕が１箇所ある。復元による口径は18.7ｃｍで、残存器高は9.4ｃｍ、復元により丸

底と推定される。

３９弥生土器の鉢である。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、指頭圧痕がある。

口径は21.5ｃｍで、器高は10.4ｃｍ、丸底である。

4O弥生土器の高杯の杯部片である。外面はハケ目調整後ナデ調整が施され、口縁部と内面に暗文があ

る。復元による杯部径は33.9ｃｍで、残存器高は5.8ｃｍである。

４１弥生土器の壷の口縁部から頚部片である。頚部から外反し、上端と下端をやや丸みをもって仕上げ

た断面三角形をした複合口縁を有する。外面は横ナデ調整、内面はハケ目調整後ナデ調整、頚部には板

状工具による削り調整が施されている。口径は16.2ｃｍで、残存器高は5.2ｃｍである。

４２弥生時代の壷の口縁部から胴部片である。口縁部は頚部から外反し、上端と下端を少し尖らせ断

面三角形をした複合口縁を有し、横ナデ調整が施されている。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施さ

れており、外面の頚部には櫛描平行文と櫛描流水文がある。復元による口径は１８０ｃｍで、残存器高は

13.3ｃｍである。

４３弥生土器の艶の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方形

に仕上げてある。口縁は横ナデ調整、内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施されている。残存器高は

１２．０ｃｍである。

“弥生土器の翌の口縁部と胴部片である。「く」の字状に外反した口織部を有し、口唇部は方形に仕

上げてある。外面はタタキ調整後ハケ目調整、内面はハケ目調整後ナデ調整が施され、一部に指頭圧痕

がある。口径は21.8ｃｍで、残存器高は16.8ｃｍである。

４５弥生土器の翌の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方形に

仕上げてある。口縁部は内外面共にハケ目調整、外面はタタキ調整後ハケ目調盤、内面はハケ目調整

後ナデ調整が施され、一部に指頭圧痕がある。口径は20.5ｃｍで、残存器高は24.3ｃｍ、胴部最大径は

２２‘8ｃｍである。

４６弥生土器の台付喪の口縁部から脚部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方

形に仕上げてある。口縁部は内外面共にハケ目調整、外面はタタキ調整後ハケ目調整、内面はハケ目調

整が施され、一部に指頭圧痕がある。復元による口径は21.2ｃｍで、残存器高は42.2ｃｍ、胴部最大径は

25.7ｃｍである。

４７弥生土器の台付翌の口縁部から脚部片である。「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方

－７８－



形に仕上げてある。口織部は内外而共にハケ目調磯、外面はタタキ調確後ハケ目‘ﾘﾘ縦、内面はハケ目鯛

整後ナデ捌拙が施され、一部に折頭圧痩がある。にl径は19.6ｃｍで、残存器商は37.3ｃｍ、胴部般大径は
24.1ｃｍである。

４８弥生土器の台付艶の胴部から脚部片である。内外面共にハケ目調雛後ナデ柵拙が施され、内、iの胴

部と脚部の一・部に指頭雌換がある。庇径は11.2ｃｍで、上げ底を塁し外反している。残存器尚は33.4ｃｍ、
胴部雄大徒は２０．１ｃｍである。

４９弥生土器の台付拠の胴部から脚部片である。内外面共にハケ目調整後ナデ捌雅が施されている。底

径は14.4ｃｍで、上げ底を呈し外反している。残存器高は18.7ｃｍである。

5O弥生土器の台付鎚の脚部片である。内外面共にハケ目調整後ナデ‘側篭が施されている。底径は

14.6ｃｍで、上げ底を呈し外反している。弧存器商は12.7ｃｍである。

5l弥生土器の台付誕の胴部から脚部片である。内外面共にハケ目調薙後ナデ洲篭が施さオL、内而に指

頭雌痕がある。底従は13.9ｃｍで、上げ底を呈し外反している。残存器間は20.7ｃｍである。

５２弥生土器の台付艶の脚部片である。内外面共に粗いハケ目調諮後ナデ‘淵諮が施され、内面に指頭圧

痕がある。底経は13.4ｃｍで、上げ底を呈し外反している。残存器商は１０．８ｃｍである．

５３弥生土器の台付拠の脚部片である。内外面共にハケ目0淵整後ナデ調披が施され外而はタタキ‘ﾘﾘ雛が

施されている。底後は16.5ｃｍで、上げ底を呈し外反している。強存器商は11.5ｃｍである。

＜１２号竪穴住居跡出土道物＞

５４弥生土器の鉢の口織部片である。内外面共にナデ調整が施され、口織部に穿孔がある。復元による

口後は14.6ｃｍで、弧存器間は3.4ｃｍである。

＜１３号竪穴住居跡出土遺物＞

５５弥生土器の喪の底部片である。外面はハケ目調絡後ナデ潤整、内面はナデ糾撒が施され、指頭１暇疲

がある。底徹は8.8ｃｍで、上げ底を呈し外反している。砿存器商は7.0ｃｍである。

＜１５号竪穴住居跡出土退物＞

５６弥生土器の小型鉢の口緑部から胴部片である。外面はハケ目後ナデ調雛、内而は指押さえ後ハケ目

調整が施されている。復元による口徒は8.8ｃｍで、残存器商は5.0ｃｍである。

５７弥生土器の鉢である。外面はハケ目後ナデ調整、内面はナデ調整が施され、一部に指頭圧痕がある。

口径は9.3ｃｍで、幾存器商は5.8ｃｍ、朋部雌大径は11.0ｃｍで丸底である。

５８弥生土器の鉢である。外而はハケ目後ナデ調雛、内面はナデ捌雛が施され、一部に術頭圧喚がある。

'二l経は13.5ｃｍで、残存器商は１０．４ｃｍ、胴部雌大稚は16.0ｃｍで丸雌である。

５９弥生土器の鉢である。頚部がくびれ口維が唾がり、口従より胴部掻が小さいフォームをしている。

口縁部外而に指頭雌疲があり、外而はハケ目後ナデ調整、内面はナデ調拙が施され、一部削りがある。

復元による口従は19.9ｃｍで、幾存器尚は9.1ｃｍで丸庇である。

6O弥生土器の商杯の杯部片である。外面は粗いハケ目後ナデ調拙、内而はミガキ捌拙が施され、Ｉ｣維

部と内面の一部に略文がある。復元による杯部径は33.3ｃｍで、残存器間は6.6ｃｍである。

６１弥生土器の艶であり、’二l織部が破批している。内外面共にハケ目後ナデ捌雛が施されている。残存

器商は31.0ｃｍで、胴部雌大慌は21.4ｃｍである。

６２弥生土器の蝿の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した口織部を布し、口将部は方形に

－７９－
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仕上げてある。外面はクタキ調整後ナデ調整、内面はハケ目調整後ナデ調整が施されている。口径は

20.3ｃｍで、残存器高は28.8ｃｍ、胴部雌大径は24.2ｃｍである。

６３弥生土器の謎の口縁から服部片である。「く」の字状に外反した｢1織部を称し、口唇部は方形に仕

上げてある。内外面共にハケ11調整後ナデ調整が施されている。復元による’1径は19.1ｃｍで、残存器

尚は25.8ｃｍ・川部最大径は２L5cmである。

６４弥生土器の台付到の口縁部から胴部片である。「く」の字状に外反した口織部を有し、口唇部は方

形に仕上げてある。外面はタタキ調惟後ハケ目調雌、内面はハケ目調雌後ナデ調整が施され、口織部

外而に指頭圧痕がある。復元による口径は19.2ｃｍで、底部は上げ底を呈し外反している。残存器iWiは

42.9ｃｍ、胴部雌大径は240ｃｍである。

６５弥生土器の台付到である。「く」の宇状に外反した１１縁部を有し、１１唇部は方形に仕上げてある。

外面はタタキ調整後ハケ目調雛、内面はハケ目調整後ナデ調整が施され、口織部外面に指頭圧痕がある。

口径は17.5ｃｍで、復元による底径は9.8ｃｍ、上げ底を呈し、外反している。器商は35.8ｃｍ、１１１部雌大

径は19.3ｃｍである。

６６弥生時代の壷の口縁部から胴部片である。口織部は頚部から「く」の字状に外反し、上端と下端を

つまみ上げ、下端には刻み目を施した断面三角形をした複合口緑を有する。内外面共にハケI･Ｉ調整後ナ

デ調整が施され､頚部外面に櫛描平行文と櫛描流水文がある。口径は159ｃｍで残存器謝は16.5ｃｍである。

６７弥生時代の壷の口縁部から胴部片である。口縁部は頚部から「く」の字状に外反し、上端と下端

をつまみ上げた断面三角形をした襖合口蒜を有する。内外面ともにハケ目後ナデ調雛が施され、頚部

外面に櫛描平行文と櫛描流水文がある。内面の一部に指頭圧痕がある。口径は19.1ｃｍで、残存器尚は

21.8ｃｍである。
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＜１６号竪穴住居跡出土遺物＞

６８古代の須恵器の椀である。口縁部から胴部にかけての一部と底部が出土している。内外面共に回転

ナデ調整が施され、輪高台が貼り付けられている。復元による口径は12.6ｃｍで、高台径は8.1ｃｍ、高

台商は1.0ｃｍ、残存器高は4.5ｃｍである。

＜１７号竪穴住居跡出土週物＞

６９手づくねの胴部から底部片であり、時代は古代である。全体的に指による押さえがある。強存器高

は5.5ｃｍである

７０古代の土師器の小型丸底壷である。頚部がくびれにl緑が広がり、口径と胴部最大徒がほぼ同じフォ

ームをしている。外面はハケ目調整後ナデ調整､内面は削り後ナデ調整が施されている。口径は8.2ｃｍで、

残存器高は8.8ｃｍ、底部には穿孔がある。

７１古代の土師器の鉢であり、底部に打ち欠きがある。内外面共にハケ目調盤後ナデ捌整が施されてい

る。口径は17.6ｃｍで、残存器商は７．０ｃｍである。

７２古代の土師器の商杯である。内外面共にハケ目調整後ナデ調整が施され、脚部内面に絞り痕がある。

杯部径は16.8ｃｍで、底径は10.7ｃｍ，幾存器高は12.7ｃｍである。

（２）土坑出土遺物

く２１号土坑出土遺物＞

７３弥生土器の台付鎚の胴部から脚部片である。外面はハケ目調整後ナデ卿整で、胴部下部から脚部に

かけてはへう状工具によるナデ調整が施されている。内面はハケ目澗整後ナデ調整が施され、一部に指

頭圧痕がある。底径は7.3ｃｍで、上げ底を呈し外反している。残存器高は32.9ｃｍである

＜２３号土坑出士遺物＞

７４土師器の杯であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ調整、底部は回転へラ切りが施され、

板状圧疲がある。復元による口径は10.6ｃｍで、底径は６．０ｃｍ、器高は4.8ｃｍである。

＜２４号土坑出土遮物＞

７５土師器の杯の胴部から底部片であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ調猫が施されている。

口縁部は打ち欠きと思われる。底径は5.6ｃｍで、残存器間は3.3ｃｍである。

７６土師器の杯であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ調整が施されている。復元による口径

は１０．５ｃｍで、底径は5.2ｃｍ、器高は4.4ｃｍである。

７７土師器の杯であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ調整、底部は回転へラ切りが施されて

いる。底部に焼成後穿孔がある。復元による口径は11.7ｃｍで、底径は6.2ｃｍ、器高は4.9ｃｍである。

（３）渦状過橘出土週物

く１号潮出土遺物＞

７８弥生土器の壷の口縁部から頚部片である。外面頚部から口緑にかけてミガキ調整、胴部はハケ目調

整後ナデ湖整、内面頚部にはハケ目捌鞭後ナデ調整が施されている。復元による口径は15.4ｃｍで、残

存器高は10.2ｃｍである。
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＜２号溝出十遺物＞

７９弥生土器の商杯の脚部である。内外面共にハケ目調整後ナデ潤雛が施され、内面には絞り痕があり、

一部に指頭圧痕がある。底径は19.3ｃｍで、残存器高は19.6ｃｍである。

（４）不明遺柵出土過物

＜３号不明遺榔出土適物＞

８０縄文土器の洩鉢の口縁部片で、波状の突帯を有する。黒色膳研土器で内外面ともにミガキ調整が施

されている。残存器高は3.8ｃｍである。

8l弥生土器で、蝋または認の底部である。外面と底部はハケ目調盤後ナデ調整、内面はナデ調整が施

されている。平底で､復元による底径は8.5ｃｍである。製存器高は4.5ｃｍである。底部に一部黒斑がある。

８２弥生土器の認である。「く」の宇状に外反した口緑部を有し、１－１唇部は丸みをもって仕上げてある。

胴部の中央に断面方形の刻み目突帯が１条ある。頚部は伽かに内傾し、突帯部分から唯部に向かいやや

曲線を描いて窄まるフォームとなっている。復元による口径は29.4ｃｍ、残存器高は31.4ｃｍ、復元によ

る胴部般大径は28.0ｃｍである。底径は４８ｃｍで、平坦な形状に仕上げてある。外面は刻み目突帯より

上部がミガキ調縦、下部はハケ目渦諮後ナデ調路、内面はハケ目捌雛後ナデ調整が施されている。

８３弥生土器の通の口織部から胴部片である。「く」の字の外反した口織部を有し、口唇部が平坦にな

っている。口縁部は槻ナデ調整、内外面共にハケ目調繁が施され、内面に指頭圧痕がある。残存器高は

14.3ｃｍである

＜４号不明遺桐出土週物＞

８４弥生土器の艶で、赤色土器である。平坦面が僅かに外反する逆「Ｌ」字状の口縁部を有し、口縁部

は方形に仕上げてある。口径は30.2ｃｍで、器高は３１．９ｃｍである。頚部直下に断面三角形の突帯が１条、

胴部上部に断面三角形の突帯が１条ある。頚部はほんの価かに内傾し、胴部にある突滞部分に最大径が

ある。底径は6.4ｃｍであり、やや厚みがあり、倣かに上げ底を呈している。外面は全体的にミガキ調盤、

内面はハケ目調確後ナデ潤整が施され、に1縁内面に暗文がある。

（５）その他の遺物

く弥生時代＞

８５Ｇ.23.24グリッドから出土した弥生土器の鉢の口縁部片である。内外面共に横ナデ調整、口縁内

面にはハケ目調譲が施され、口縁部に穿孔と赤彩がある。復元による口径は１５.】cｍで、残存器高は

2.3ｃｍである。

８６Ｅ･F,9.10グリッドから出土した弥生土器の鉢の口織部から胴部片である。内外面共にハケ目調競

後ナデ調整が施され、内面には指頭圧痕があり、口縁部に穿孔がある。復元による口径は13.1ｃｍで、

残存器高は10.8ｃｍ、胴部般大径は15.6ｃｍである。

８７Ｃ-F-21.22グリッドから出土した弥生土器の無頚壷の口縁部から胴部片である。外面はハケ目調盤

後ナデ調整、内面はナデ捌整が施され、術頭雌痕と絞り痕がある。復元による口径は8.4ｃｍで、残存器

高は3.0ｃｍである。赤色土器である。

８８弥生土器の無頚壷であり、出土位枇は不明である。外面胴部上部はハケ目調整後ナデ鋤整、下部は

ミガキ調整、内面はハケ目調整後ナデ捌篭が施されている。胴部から底部にかけて穿孔がある。口径は

6.4ｃｍで、底径は5.3ｃｍ，器高は8.4ｃｍ、lllIj部最大径は11.3ｃｍである。外面と口縁部に赤彩がある。
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８９Ｆ.9.10グリッドから出土した弥生土器の鉢である。外面はタタキ調整後ナデ調整、内面は削り後

ナデ調整が施されている。復元による口径は13.5ｃｍで、残存器高は11.6ｃｍ、復元による胴部般大径は

14.6ｃｍであり、頚部がくびれにI縁が広がり、口径より僅かに胴部般大径が大きいフォームになっている。

9O弥生土器の鉢であり、出土位倣は不明である。外面は板状工具によるミガキ澗整、内面はハケ目

調雛後ナデ調整、口唇部はハケ目澗整が施されている。口織部が内側に屈ＩＩＬ、その四方向に穿孔が

ある。口径は12.6ｃｍで、底径は8.3cm、器高は9.5ｃｍ､胴部最大径は16.0ｃｍである。煤が付鮒している。

９１Ｅ･F-17.18グリッドから出土した弥牛士器の壷の頚部片である。内外而共にハケ目澗躯が施され、

外面には沈線が６本ある。残存器高は4.5ｃｍである。

９２Ｅ･Ｇ２グリッドから出土した弥生土器の小型鉢の頚部から底部片である。外面胴部上部はハケ目

調整後ミガキ鯛雛、下部はナデ調強、内面底部には多方向にハケ目調整が施されている。残存器高は

5.6ｃｍで、復元による胴部般大径は12.1ｃｍである

９３Ｆ､９グリッドから出土した弥生土器の小鉢（ミニチュア）の口縁部から底部片である。全体的に指

による押さえがある手づくねである。復元による口径は4.4ｃｍで、器高は2.3ｃｍである。

９４Ｃ~F,21.22グリッドから出土した弥生士器の鉢である。外面はハケ目澗整とミガキ調盤、内面は指

ナデ調整が施されている。復元による口径は9.7ｃｍで、器高は7.1ｃｍ、胴部般大径は11.4ｃｍである。

９５Ｇ-９．１０グリッドから出土した弥生士器の鉢の口縁部から胴部片である。外面はヘラミガキ調整、

内面はナデ澗雛が施され、暗文がある。復元による口径は15.6ｃｍで、残存器高は7.0ｃｍである。

９６Ｅ･F､27.28グリッドから出土した弥牛士器の鉢の口縁部から胴部片である。口縁には槻ナデ調整、

内外面共にハケ目調整ナデ調諮が施され、外面には板状工具による削り調整が縦方向にある。復元に

よる口径は16.0ｃｍで、残存器商は7.9ｃｍである。

９７Ｅ･F,５．６グリッドから出土した弥生土器の鉢の口縁部から底部片である。頚部から口織部が大きく

外反し、口織部は方形に仕上げてある。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整、口織部は横

ナデ澗整が施され、内面に指頭圧痕がある。復元による口径は20.6ｃｍで、幾存器高は8.9ｃｍ、丸底と

推定される。９７～９９は口径より胴部最大径が小さいフォームをしている。

９８Ｆ-9.10グリッドから出土した弥生士器の鉢の口縁部から胴部片である。内外面共にハケ目調整後

ナデ詞整が施され、内面には指頭圧痕がある。復元による口径は21.4ｃｍで、独存器高が8.8ｃｍ、丸底

と推定される。

９９Ｃ･D,25.26グリッドから出土した弥生土器の鉢である。頚部から口織部が大きく外反し、口縁部は

丸みをもって仕上げてある。外而はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調弛が施され、指頭圧痕がある。

口径は21.5ｃｍ、器高は11.9ｃｍ、丸底である。

100Ｅ･F-11.12グリッドから出土した弥生土器の壷の口縁部片である。口縁部は頚部から「く」の字

状に外反していると推定され、上端と下端をつまみ上げた断面三角形をした複合口縁を有する。内外

面共にハケ目測雛、口縁は樹ナデ調整が施されている。残存器高は3.1ｃｍである。

101Ｃ~F､21.22グリッドから出土した弥生土器の壷の口織部片である。口織部は頚部から「く」の字

状に外反していると推定され、口唇部に２段の刻み目がある。内外面共にナデ澗整が施されている。残

存器問は3.7ｃｍである

102Ｅ･F､17.18グリッドから出土した赤色土器の頚部片である。外面はヘラミガキ調強、内面はナデ

澗整が施されている。磯存器商は3.3ｃｍである。

103Ｅ･F､３．４グリッドから出土した弥生土器の翌の頚部と推定される。内外面共にナデ澗雛、内面の

一部にハケ目鯛整が施され、頚部には連続文がある。残存器高は3.8ｃｍである。
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104Ｃ･Ｄ､23.24グリッドから出土した弥生土器の蕊の胴部片である。外面はハケ目測雛後ナデ調整、

内面はナデ調整が施され、外面胴部に断而方形の刻み目突滞が１条ある。残存器商は8.2ｃｍである。

105Ｅ･F-21.22グリッドから出土した弥生土器の翌の胴部ﾊﾞである。内外而共にナデ調整が施され、

内面に指頭圧痩があり、外面胴部に断面方形の刻み目突滞が１条ある。洩存器高は10.9ｃｍである。

106Ｅ･F-27.28グリッドから出土した弥生土器の鉢の口織部から胴部片である。頚部から口縁部が大

きく外反し、口縁部は方形に仕上げてある。内外面共に粗いハケ目調整後ナデ調整が施されている。復

元による口径は18.0ｃｍで、残存器高は15.4ｃｍである。

107弥生時代の認の口縁部から胴部片で、出土位置は不明である。内外而共にハケ目鯛整後ナデ調整

が施され、口縁部と内面に指頭圧疲がある。口径は19.5ｃｍで、残存器商が11.9ｃｍである。外面に黒斑

がある。

108Ｃ~F-17.18グリッドから出土した弥生土器の喪の脚部である。底径は9.4ｃｍで、上げ底を呈し外

反している。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整が施されている。残存器高は6.4ｃｍである。

109Ｃ･Ｄ,25.26グリッドから出土した弥生土器の高杯の杯部である。外面はハケ目調雛後ナデ調整、

口織部と内面に暗文がある。杯部径は30.3ｃｍで、残存器高は9.4ｃｍである。

110Ｅ･F､19.20グリッドから出土した弥生土器の高杯の杯部である。平坦面が僅かに外反し外側に発

述した「Ｔ」字状の口縁部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。外面はナデ調整、内面はミガキ調整

が施され、杯部に線刻がある。復元による杯部径は23.4ｃｍで、幾存器商は4.5ｃｍである。

ｌ１１Ｃ．Ｄ,25.26グリッドから出土した弥生土器の高杯の脚部である。外面はタタキ調整後ナデ調整、

内面はハケ目調雛後ナデ調整が施され、絞り痕がある。底径は19.8ｃｍ、残存器高は17.2ｃｍである。

く弥生時代以外＞

112Ｅ～Ｇグリッドから出土した縄文土器の洩鉢の口縁部片である。内外面共にミガキ調整が施され、

外面には赤色顔料塗布がある。残存器商は４．０ｃｍである。

ll3C-F-11-14グリッドから出土した縄文土器の深鉢の口織部から胴部片である。外面は貝殻条痕が

あり、内面iまへラ削り調整が施されている。独存器高は15.1ｃｍである。

114土師器の壷で、古填時代（５世紀後半)である。出土位仙は不明である。頚部から価かに外反する

口織部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。外面胴部上部はハケ目調整後ナデ調雛、下部はナデ調

整､内面は削り後ナデ調整が施されている。胴部には上部と下部に２箇所穿孔がある。口径は10.4ｃｍで、

器高は16.0ｃｍ、胴部最大径は15.3ｃｍ、丸底である。

115Ｅ･F-17.18グリッドから出土した弧皿器の長頚壷の頚部から胴部片で、時代は古代である。内外

而共に回転ナデ澗樋が施されている。弧存器獅は14.6cm、復元により胴部般大径は24.6ｃｍである。頚

部と胴部には全体的に自然袖がかかる。

ｌｌ６Ｃ｡Ｄ-23.24グリッドから出土した須忠器の翌の口織部から胴部片であり、時代は古代である。頚

部がくびれ、「く」の字状に外反した口縁部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。胴部が張りをもつ

フォームで、口織部は横ナデ調整、外面は格子目タタキ調雛後ナデ調路が施され、内面は同心円文の当

て共痕がある。復元による口佳は21.2ｃｍで、洩存器高は8.4ｃｍである。

117Ｃ･Ｄ,23.24グリッドから出土した須皿器の翌の口縁部から胴部片であり、時代は古代である。頚

部がくびれ、「くｊの字状に外反した口織部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。胴部は大きな張り

をもつと思われる。口織部は横ナデ調整、外面は格子目タタキ調整後ナデ調整が施され、内面は同心円

文の当て具疫がある。復元による口径は21.2ｃｍで、残存器商は14.9ｃｍである。１１６と同一のものであ

－１０１－



る可能性が高い。

ｌｌ８Ｃ・Ｄ－２４グリッドに出土した頭恵器の艶の口縁部から胴部片で､時代は古代である。頚部がくびれ、

「く」の字状に僅かに外反した口縁部を有し、口唇部は方形に仕上げてある。胴部は大きな狼りをもっ

と思われる。口織部は横ナデ鯛整、外面は格子目タタキ捌整後ナデ調諮、内面は同心円文の当て具痩が

ある。復元による口径は19.8ｃｍで、残存器高は２５．０ｃｍである。

119Ｃ･Ｄ､25.26グリッドから出土した弧恵器の蓋であり、時代は古代である。外面は回転へラ削り澗

盤後ナデ調整、内面は回転ナデ調整が施され、宝珠つまみがついている。口径は15.4ｃｍで、器高は

4.1ｃｍである。

ｌ２０Ｃ｡Ｄ･23.24グリッドから出土した須忠器の杯であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ捌識、

底部は回転へラ削り調整が施されている。口径は11.2ｃｍで、底径は6.7ｃｍ、器高は5.0ｃｍ、平底である。

ｌ２１Ｃ．Ｄ､25.26グリッドから出土した土師器の杯の口緑部から底部片であり、時代は古代である。内

外而共に回転ナデ調整が施され、底部は回転へラ切りがなされ、板目圧痕がある。復元による口径は

12.0ｃｍで、底径は5.0ｃｍ，器高は4.3ｃｍで、平底と推定される。

122Ｃ･Ｄ､25.26グリッドより出土した土師器の鉢であり、時代は古代である。内外面共に回転ナデ鯛盤、

底部は回転へラ削りが施されている。口径は15.4ｃｍで、器高は7.4ｃｍ、丸底である。

ｌ２３Ｅ．F,3.4グリッドから出土した土師器の椀の底部片で、貼り付け高台であり、時代は古代であ

る。内面はナデ調整、底部は回転へラ削り調整が施され、板目圧痕がある。高台径は９．０ｃｍ，高台高は

0.7ｃｍ、残存器高は1.3ｃｍである。

124Ｃ･Ｄ､21.22グリッドから出土した土師器の杯の底部で、時代は古代である。内外面共に回転ナデ

捌雛が施され、底部には板状圧痕がある。底径は4.7ｃｍで、残存器商は1.8ｃｍ、平底である。赤色土器

である。

ｌ２５Ｅ。F､3.4グリッドから出土した土師器の杯の口織部から底部片で、時代は古代である。内外面

ともに回転ナデ調整、底部には回転へラ削りが施されている。復元による口径は13.1ｃｍで、底径は

4.7ｃｍで平底である。器高は3.0ｃｍで、赤色土器である。

ｌ２６Ｃ。Ｄ･25.26グリッドから出土した古代の鉢の底部片である。内外面共に回転ナデ調整、底部は回

転へラ削り調整が施され、暗文がある。復元による底径は8.8ｃｍで、平底と推定される。残存器商は

1.8ｃｍである。

ｌ２７Ｃ．Ｄ･29.30グリッドから出土した内黒土器の台付小皿の口織部から底部片で、時代は中世であ

る。外面は回転ナデ調盤、内面はミガキ澗盤が施されている。復元による口径は11.4ｃｍで、高台径は

5.9ｃｍ、高台高は0.9ｃｍ、器高は2.7ｃｍである。

ｌ２８Ｅ｡F･17.18グリッドから出土した内黒土器の椀の口縁部から底部片で、時代は中世である。外面

は回転ナデ調整、内面はミガキ調整が施され、暗文があり、底部は回転へラ切りが施されている。復元

による口径は13.2ｃｍで、商台径は7.4ｃｍ、高台高は0.7ｃｍ、器高は5.1ｃｍである。

ｌ２９Ｅ。F･17.18グリッドから出土した土師器の甑の把手である。全体的に指押さえが施されている。

幾存器高は7.7ｃｍである。

130瓶の口織部から胴部部分であり、出土位侭は不明である。「く」の字状に外反した口縁部を布し、

口唇部は丸みをもって仕上げてある。価かに頚部がくびれ、胴部にかけて僅かな膨らみをもったフォー

ムになっている。外面はハケ目調整後ナデ調整、内面はへう削り調鞭、口縁部は横ナデ調整が施され

ている。角形把手にはナデ調雛が施され、指頭圧痕がある。復元による口径は28.6ｃｍで、残存器商は

18.7ｃｍである。
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(6)石器

〈1〉石包丁

１１号竪穴住居跡より出土した石包丁で、同じピットから４枚並んで出土した。４枚とも完形の半月形

外恋刃である。北側から順に番号を付した。

１縦5.2cm、検11.0cm、厚み0.8cm、Ⅲ処53.29を測る。

２縦5.1cm、検11.1cm、厚み0.5cm，Ⅲ処５１‘88を測る。

３縦4.9cm、槙11.8cm、厚み0.5cm、皿批47.29を測る。

４４枚のうちで一番小さく、縦3.9cm、横8.3cm、厚み0.5cm、亜量20.09を測る。

<2〉石蟻

５１０号竪穴住居跡より出土した無茎の磨製石蛙で、一部破損しているため正確な形状は分からないが、

二等辺三角形で無形の基部が僅かに内恋すると推定される。縦4.1cm、横1.7cm、厚み0.2cm、亜さ１．６９

を測る。

６４号澗より出土した無茎の磨製石継で、一部破損しているために正確な形状は分からないが、基部

が内恋する五角形の形状と推定される。縦3.9cm、横2.2cm、厚み0.2cm、亜さ1.69を測る。

７６号土城墓より出土した無茎の磨製石雌で、基部が僅かに内恋し、両側が葉のように級やかに曲線

を描く形状である。縦5.0cm、横1.9cm、厚み0.2cm、皿さ3.49を測る。６号土城燕からは人‘Ｎｉ・が出土し

ているが、その腹部あたりに位慨しており、射抜かれた可能性もある。

８Ｂ,１２グリッドから出土した無茎の畷製石嫉で、二等辺三角形の形状である。縦4.0cm、棚1.8cm、厚

み0.2cm、皿さ2.29を測る。

く3〉石斧

９９号竪穴住居跡より出土した磨製石斧で、破損のため形状は正確でないが小型のものである。縦

7.7cm、横2.3cm、厚み2.9cm、亜さ62.29を測る。縄文時代のものである。

１０Ｅ･F,5.6グリッドから出土している。両端が破損しているため、その形状は正硫でなく、自然石の

可能性も磯るが、磨いた形跡があるので磨製石斧とした。縦12.3cm、横6.9cm、厚み3.5cm、放さ391.09

を測る。
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第５節まとめ

（１）弥生時代

弥生時代の迫柵としては、翌棺墓１２基、竪穴住居跡１５軒、土城墓６基、土坑22基、澗状遺櫛４条

が確認された。

喪棺墓は、Ｉ区で２基、Ⅱ区で９基、Ⅲ区で１基と、今回の調恋区のほぼ全域で砿腿され、他にも甥

棺と思われる土器片を多数取り上げている。土壌墓６基は、一番南側にある１２号喪棺蕊のある周辺で

確潔されている。つまり、この地域には弥生時代中期後半の墓群が存在していたということが言える。

また、あくまでも私見であるが、土坑の多くは土城墓だったと考えられる。その位殴が裂棺墓の周辺及

び翌棺墓の冊にあること、底面にフラットな形状をもつこと、出土遺物がほとんどないこと、この３つ

の理由からである。

竪穴住居跡と澗状遺柵については、その出土遺物から、２号と１２号竪穴住居跡（弥生時代中期後半）

を除いて、時代は弥生時代後期と考えられる。今回の調査では、加水が多く、東側は澗査区外で西側は

近代櫛に切られているいために、完形で掘削できたものが１軒もないので、判断材料に乏しいが、弥生

時代後期には、この地に集落が存在していたのではないかと考えられる。

（２）古代他

古代の遺柵としては、竪穴住居跡２軒、土坑３基が確認された。遺櫛の数が少ないために、この地に

おける古代の椴子を窺い知ることはできない。ただ、調査区全体から、古代の遺物が検出されているの

で、古代においても、この近くに集落等が存在していた可能性はあるだろう。

縄文時代、古頃時代、中世の遺物が数点ずつ確認されているが、遺櫛に伴うものではなく、各時代に

ついて判断する材料とはなり得ない。また、今回の調査では、後世の掘削等により、確認できなかった

条里跡についても、新たな発掘調査が行われた際に、新しい発見がなされることであろう。

（３）今後の課題として

今回の澗盃では、特に、翌棺についての考察を深めるべきであったが、担当者の力jIk不足もあり出来

なかった。大型･中型･小型と棟々の大きさで、器形から、いわゆる須玖式、鼎愛式、立岩式と考えられ

るタイプの鎚棺が､鯛在区で入り混じって出土している。５号鎚棺を除き､東西方向に埋股してあったが、

上喪が東というものもあれば、西というものもあり、一定はしていなかったし、人骨の頭位も一定では

なかった。また、埋股角度は、ほぼ平行なものと角度を付けたものに分かれている。ほぼ平行に埋設し

た遜棺では、頭を下遜に突っ込むように埋葬してある。以上のことから、ある一定の結論を導き出すこ

とができなかった。今後、上ノ郷遺跡周辺で出土している（例えば、白藤遺跡群等の）喪棺との比較や

検討を十分行い、諸先輩方の御指導･御助言をいただいたうえで、再び考察し世す必要があると思われ

る。

熊本市の南西部は現在も発展を続けている。むやみに遺跡が破壊される開発は阻止すべきではある

が、今後も都市整側計画により、上ノ郷遺跡の周辺で発掘調盃が行われる可能性はあるだろう。その中

で、また新たな躯実関係が解明されるだろう。そのような那爽関係とも照らし合わせた上で、この遺跡

の性格等を再庇IMlい直すときが来るのを期待している。
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第Ｖ素 裟本市上ノ郷遺跡圭土の弥生人骨

土井ケ牒遣跡人類学ミュージアム

錬夜拡下孝幸



熊本市上ノ郷遺跡（旧熊本平野条里跡）出土の弥生人骨

松下孝幸。

【キーワード】：熊本県、弥生人件、艶棺墓、土城基、保存不良

はじめに

熊本市島町２丁目に所在する上ノ郷遺跡の発掘調盃が九州新幹線建設工耶に伴って２００３年（平成

１５年）におこなわれ、遡棺蕊や土城墓から人什が出土した。本遺跡の周辺には大敗の大型拠棺が出

土し人骨も検出された白藤遺跡や弥生前期末から中期に腕する人什が出土した八ノ坪辿跡が存在する。

この地区一帯は水位が商<、遺櫛が検出されるとたちまち水が溜まり、発掘時には保存状態が良かっ

た人骨も水没してしまい、保存状態が急速に感くなり、骨の取り上げが困離になった。

熊本雌でも福岡県や佐賀県と何じょうに弥生時代には艶棺も出土するが、人骨がある数まとまっ

て出土することがなかったので、熊本地域での弥生人の特徴は明確になっていない。筆者が報告し

た例も、熊本市葉山道跡（松下、l991a）と熊本市庵ノ前遺跡（松下、l997b)の２週跡しかなかったが、

1997年から９８年にかけて、熊本市の南部に位侭する白藤遺跡の発掘調査がおこなわれ、大型の翌棺

から多数の弥生人骨が出土した。人骨の保存状態はよくなかったが、現場で観察したところ、商顔・

商身焚で四肢骨が屈強な形面的特徴が認められ、彼らが佐賀県や柵岡県の裂柑から出土する弥生人と

同じ特徴を持っていることがわかった。熊本市ではその他に万楽寺出口辿跡からも弥生人什が出土し

ているが、この弥生人も北部九州の翌棺弥生人の特徴が濃厚であり、焚敬遮跡の翌棺出土人什も北部

九州系の弥生人什であった（松下、2005)．

その他には、菊池郡菊陽町郡久礼の梅ノ木週跡からは１２体の弥生人竹が出土しているが、保存状
くわみｆ

態は悪い。また熊本市の神水遺跡からも喪棺から弥生人骨が出土しており、そのうちの第２０次IMI査

区と第24次調査から出土した人骨については所見を沓いたが、この出土人骨３体の保存状態も悪い

ものであった（松下、2004)。

２００４年３月には熊本市八ノ坪辿跡から弥生時代前期末から中期初頭に腿する人骨が２６体出土した

が、発掘調査時に水が湧き、人骨の保存状態がたちまち悪くなり、ほとんどが取り上げても、計測を

おこなうことができなかった。なかには計測や観察ができたものも存在し、八ノ坪弥生人は頭型が短

頭型で、商身畏の弥生人でることがわかった。

本例も、白藤過跡や八ノ坪辿跡と同じように水が湧くという悪条件であったために、保存状態は必

ずしもよくなかったが、現場でできる限りの人類学的観察をおこない、取り上げができた人骨につい

ては計測をおこない、興味ある所見を得たので、報告しておきたい。

＊TakavukiMATSUSHI・ｍｄｋ
ｐ

'1,heDoigahamaSi【ｅＡｍｈ『opologicalMuseum〔土井ケ浜遺跡・人顛学ミュージアム〕
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資料

今回の発掘測盃では、２０体の人骨が検出された。そのうち翌棺からは９体の人付が出土した。２０

体のうち明硫に幼小児骨と判断されるものは存在しなかった。しかし、歯冠の状態から、２０歳蔽前

の成年に属する被葬者と思われるものもあるが、確定できない。菱１に示すとおり、男性骨は１０体、

女性骨は４体で、独りの６体は性別を推測することができなかった。なお、各人付の性別、年齢は表

２のとおりである。また、年齢区分を表３に示した。

表１資料数（TnbIel・Numberofmaterials）

成人幼小 児 合 計

男性女性不明

1０４６ ０ 2０

この２０体の人骨は、考古学的所見より、弥生時代中期後半に属する人骨である。

計測方法は、Ｍａ耐in･Saller(1957)によったが、座骨の横径はオリピエの方法で計測した。人骨の発

掘調査および人骨の実測は、砿者の他に当館の職貝の磯部美枝子、松下玲子、松下典爽がおこない、

人骨の整理・復元・計測値の計算などは、磯部美枝子、松下玲子、中野江里子が担当した。

菱３年齢区分（'､able3.DMsionofage）

年齢区分年齢

未成人乳児１歳未満

幼児１歳～５歳（第一大臼 歯 萌 出 直 前 ま で ）

小児６歳～１５歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

成年１６歳～２０歳（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成 人 壮 年 ２１歳～３９歳（40歳未満）

熟年４０歳～５９歳（60歳未満）

老年６０歳以上

注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第１４次発掘調査報告沓(1996)を参照されたい。

所見

４号・５号・６号土城墓の人付の残存部は図２に示すとおりである。また、各骨の叶測値は文末に

一括して掲げた。

１０号土坑出土人骨（性別・年齢不明）

遊離歯冠３個が弧存していたにすぎない。上顕右側第二大臼歯、下顎右側節二大臼歯および下弧左

側第一大臼歯の歯冠である。咳耗度はBrocaの１座（咳耗がエナメル賀のみ）である。性別、年齢は

ともに不明であるが、咳耗がかなり弱いことから、未成人の可能性もある。

２号遜棺墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は喪棺である。残存していたのは四肢付であるが、保存状態はかなり愁い。同定ができた

－１１１－



のは大腿'N･体、腿骨および緋骨のそれぞれ一部である。大腿骨体の径はやや大きく、緋骨体はそれほ

ど太くはないが、澗は深そうである。性別は、大腿骨体の径が大きいことから男性と推定したが、年

齢は不明である。

６号翌棺墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施般は甥棺である。残存していたのは、上顎骨、下顎骨、両側の上腕骨体、左右の尺骨と右側

の撹骨、左右の大腿柵および右側緋骨であるが、計測ができたのは大腿付のみである。

1.歯

歯槽の状鰹と遊離歯は次のとおりである。

８⑦⑥５④③②①｜／／／／／／／／

８⑦６⑤④／／／｜／／／／／６７／

〔●：歯梢閉鎖○：歯棚Ⅲ存／：不明▽：先天性欠損、番号は歯秘〕

〔１：中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、

７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕以下同じ

咳耗度はBrocaの２度（咳耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。

2.大腿骨

右側は竹体が、左側は竹頭が残存していた。大腿骨体と骨頭の径は大きく、冊体上部は扇平である。

3.性別・年齢

性別は、四肢竹の径が大きいことから、男性と推定したが、年齢は不明である。

７号翌棺墓出土人骨（女性・年齢不明）

埋葬施股は喪棺である。左側大腿骨体と遊離歯が残存していたにすぎない。

1.歯

残存していた遊離歯は次のとおりである。

／／6／/／2／｜／２３４５６／／

／７／ ５ ／ ／ ／ ／ ｜ ／ ／ ／４／／７／

咳耗度はBrocaの１皮（峻耗がエナメル質のみ）である。

2.大腿冊

左側大腿冊体が磯存していた。

計測値は、付体中央矢状径が27mm(左)、横径は２３mm(左）で、ｲｻ体中央断而示数は117.39(左）

となり、粗線や骨体両側而の後方への発達は良好である。骨体中央周は８１ｍｍ(左）で、骨体は細い。

3.性別・年齢

性別は、大腿骨が細いことから、女性と推定したが、年齢は不明である。
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１０号翌棺墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施般は喪棺である。頭蓋片、左側寛骨、左右の大腿骨と右側腿併のそれぞれ一部が弧存してい

たにすぎない。上顎の小臼歯と大臼歯のそれぞれ歯冠も残存していたが、破損が著しい。咳粍度は

Brocaの２度（咳耗が部分的に象牙虹まで及ぶ）である。大腿付も肌竹も計測はできないが、骨体は

やや太い。

性別は四肢骨の径が大きいことから、男性と推定した。年齢は不明である。

１２号璽棺墓出土人骨（女性・年齢不明）

埋葬施設は製棺である。保存状態はかなり悪かった。検出状況では頭蓋と四肢骨を確認したが、取

り上げることができなかった。遊離歯冠は次のとおりである。

ﾗ照洲ﾉ鯛ジ
咳耗庇はBrocaの１度（咳耗がエナメル賀のみ）である。

性別は、人骨検出時の観察によれば、四肢骨の径が小さかったので、女性と推定したが、年齢は不

明である。

１３号土坑出土人骨（性別・年齢不明）

下顎左側第二大臼歯冠が１個磯存していたにすぎない。峻耗度はBroCaの１度（咳耗がエナメル賀

のみ）である。性別・年齢はともに不明である。

１号土壌蕊朋十人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は東西に巨石を埋世した土城墓である。残存していたのは頭蓋のごく一部と大腿骨、遊離

歯冠のみである。大腿骨は計測できないが径はやや大きい。歯冠は破片で同定できない。

性別は、大腿併体の径がやや大きいことから、男性と推定したが、年齢は不明である。

4号璽棺墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は翌棺である。現場では頭蓋と四肢骨を検出できたが、ほとんど取り上げることができな

かった。歯冠を同定することができた。独存歯冠は次のとおりである。

:期朔に粥'”
咳耗度はBrocaの１度（咳耗がエナメル賀のみ）である。

性別は、人骨検出時の観察によれば、四肢付の径が大きかったので、男性と推定したが、年齢は不

明である。

9号翌棺墓出±人骨（男性・壮年）

埋葬施設は翌棺である。頭蓋と四肢冊が磯っていたが、四肢竹は換跡程度である。脳頭蓋を復元す
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ることができた。計測はできないが、径は大きく、骨壁も厚い。外後頭隆起の発逮も良好である。三

主縫合はともに内外両板はまだ開離している。頭型は、観察したところでは長頭型に傾いた中頭型と

思われる。残存歯冠は次のとおりである。

燃畑に多矧′
咳耗度はＢｍｃａの１～２度である。

性別は頭蓋の径が大きく、外後頭隣起の発逮も良好であることから、男性と推定した。年齢は三主

縫合の内外両板がⅢ離していることから、壮年と思われる。

８号竪穴住居跡出土人骨（性別・年齢不明）

四肢骨片が洩っていたにすぎない。性別・年齢はともに不明である。

３号謹棺墓出土人骨（性別・年齢不明）

埋葬施股は誕棺である。頭蓋片と大腿骨が残存していた。頭蓋壁はやや薄く、乳様突起も小さい。

残存歯冠は次のとおりである。

ﾇＺ洲′|郷鮒
咳耗度はBrocaの１～２度である。

右側大腿付体が弧存していたが、綴密笈が剥落しており、計測できないが、径は大きくない。

性別、年齢ともに不明である。

９号竪穴住居跡出土人骨（女性・年齢不明）

住居跡から出土した人骨である。左側大腿骨の遠位部のみである。径は小さい。性別は左側大腿′Ｗ

の遠位部の径が小さいことから、女性と推定したが、年齢は不明である。

１１号竪穴住居跡出土人骨（女性・年齢不明）

住居跡から検出された人骨である。洩っていたのは左右の大腿骨体である。骨体は細く、粗線の発

達は弱いが、ｲｻ体両側面の後方への発述は良好である。

計測値は、骨体中央矢状径が27ｍｍ(右)、横径は23ｍｍ(右）で、骨体中央断面示数は117.39(右）

となり、骨体両側面の後方への発逮は良好である。骨体中央周は80mm(右）で、骨体は細い。

性別は、大腿冊体の径が小さいことから、女性と推定した。年齢は不明である。

８号土坑出土人骨（性別・年齢不明）

遊離歯冠１個と僻片が残っていたにすぎない。残存歯冠は下顎左側第二大臼歯冠で、咳耗度は

Bmcaの１度（咳粍がエナメル質のみ）である。性別、年齢はともに不明である。
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６号土壊墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は土城である。今回検出された人撒のなかでは股も保存状態がよかった人付である。しか

も仙骨前面の上から畷製石職１個が検出されたが、射込まれたかどうか、かなり微妙である。

１．頭壷

脳頭蓋は復元することができなかったので、計測はできない。また、頭型は推測もできない。下甑

‘Ｗは大きく、下頭枝は憂い。

２．歯

歯槽の状態と洩存歯は次のとおりである。

蝋刷|脇:;&：
咳耗度はＢｍｃａの１～２度である。

３.四肢骨

(1)上肢骨

鎖骨、上腕骨、撹骨、尺冊が残存していた。

①上腕骨

両側が賎っていたが、針測ができたのは左側付体のみである。計測値は、中央般大径が25ｍｍ(左)、

中央股小径は17ｍｍ(左）で､‘Ｗ体断而示数は68.00(左）となり､左側骨体には強い刷平性が腿められる°

骨体最小周は64ｍｍ(左)、中央周は69ｍｍ(左）で、骨体は大きい。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、脳竹および勝骨が残存していた。

①大腿骨

計測値は、骨体中央矢状径が29ｍｍ(右)、３０ｍｍ(左)、横径は24ｍｍ(右)、２４ｍｍ(左）で、付体中

央断面示数は120.83(右)、125.00(左）となり、粗線と骨体両側面の後方への発述はきわめて良好で

ある。符体中央間は８４ｍｍ(右)、８５ｍｍ(左）で、骨体はやや太い。また、上骨体断而示数は86.67

(左）となり、骨体上部には扇平性は認められない。

②座骨

左側骨体が残存していたが、変形が著しく計測できない。骨体の径は大きい。

４．性別・年齢

性別は、四肢付の径がかなり大きいことから、男性と推定した。年齢は不明である。

５号土堀墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は土城である。弧存雌は少ない。頭蓋、上腕冊、大腿骨を取り上げることができた。下頭

骨の径はやや大きい。

下頭骨の歯柵部と遊離歯は次のとおりである。
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‘6猟;託|ろ≦錨酬
咳粍度はBrocaのｌ～２度である。

左右の上腕什体の一部が磯存していた。計測はできないが、径は大きい。大腿什は左右の骨体近位部

が残っていた。計測はできないが、径は大きい。

性別は四肢什の径が大きいことから、男性と推定したが、年齢は不明である。

４号土域墓出土人骨（男性・年齢不明）

埋葬施設は土城である。脳頭蓋も残っていたが、復元できなかった。下顎竹歯柵部と残存歯は次の

とおりである。

剛剛|蝋:66ジ
咳粍度はBrocaの２度（咳粍が部分的に象牙質まで及ぶ）である。

四肢骨のうちi什測ができたのは大腿骨のみであった。大腿骨の計測価は、什体中央矢状径が

29ｍｍ(左)、棚径は２８ｍｍ(左）で、骨体中央断面示数は103.57(左）となり、粗線と什体両側面の

後方への発述は良好である。骨体中央周は８７ｍｍ(左）で、骨体は太い。また、上什体断面示数は

82.76(左）となり、什体上部の扇平性は弱い。

性別は、大腿竹の徒が大きいことから、男性と推定した。年齢は不明である。

１１号翌棺墓出土人骨（男性・壮年）

埋葬施設は甥柑である。

１．頭壷

脳頭蓋が残存していた。計測はできないが、頭蓋の径は大きい。また、川上弓も陸起し、外後頭隆

起の発達もきわめて良好である。観察できた矢状縫合と冠状縫合は内外両板ともⅢ離している。また、

下顎骨も大きい。

２．歯

歯柵の状態と幾存歯は次のとおりである。

総則|ツジ淵’
咳耗度はBrocaの２度（岐粍が部分的に象牙質まで及ぶ）である。

３．四肢骨

右側擢廿体、左側大腿什、右側鯉骨が残存していた。

(1)大腿骨

左側骨体が強存していた。計測値は、骨体中央矢状径が30ｍｍ(左)、枇従は２４ｍｍ(左）で、骨体

中央断面示数は125.00(左）となり、粗線と骨体両側面の後方への発連は良好である。什体中央周は
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87ｍｍ(左）で、什体は太い。

４．性別・年齢

性別は、川上弓が陸起し、外後頭隆起もよく発遠していることから、男性と推定した。年齢は矢状

縫合と冠状縫合の内外間板が開離していることから壮年と思われる。

３号土蛎墓出土人骨（性別・年齢不明）

埋葬施設は土脳である。残存していたのは下頭骨の一部と遊離歯のみである。幾存歯は次のとおり

である。

剛 鮒|朋郷
咳粍度はＢｍｃａのｌ～２度である。

性別、年齢ともに不IⅢである。

考察

男性の上腕竹と大腿竹について、熊本県内および周辺地域の資料と比較検討してみた。

１．上腕骨

表４は男性｣:腕骨の比較炎である。本例の中央周は６９ｍｍで、この航は同じ熊本市内の莱山より

は大きいが、庵ノIMI、焚倣とほとんど大錐ない。また、周辺地域の弥生人と比較してみると、志波股

六本松乙、ＷｊＨ北よりも大きく、金隈、枇隈狐塚、二塚山、大友と大披ない。‘W･休雌小脚は６４ｍｍで、

この値もやはり災山よりは大きく、庵ノ前、炎蹴とほとんど大雑ない。また、三泳よりは小さいが、

朝日北、志波展六本松乙よりは大きく、二塚山、横隈狐塚、金隈、土井ケ浜に近い。什体断而示数は

68.00となり、炎４では股小価となり、什体の胴平性はかなり強い。

２．大腿骨

表５，６は男性大腿竹の比較表である。表５は熊本県内の資料を掲げ、炎６には周辺地域の黄科を

あげた。まず、炎５で什体中央周をみてみると、３例の計測値がそれぞれ、８５ｍｍ、８７ｍｍ、８７ｍｍで、

３例の平均航は86.33ｍｍとなる。上ノ郷巡跡に近い八ノ坪追跡の例では４例のill測ができた。計測

値は、８２ｍｍ、８５ｍｍ、８７ｍｍ、８８ｍｍとなり、変異がやや大きいが、左側３例の平均値は86.67ｍｍで、

この平均価は上ノ郷と大雄ない。しかし、中央間は熊本平野北部に位脱する焚倣、梅ノ木、万楽寺出

口、庵ノ前よりは小さい。喪するに大腿冊の大きさは地理的に近い八ノ坪に近い。

骨体中央断而示数は上ノ郷ではかなり大きな値を示すものが多く、平均航は117.86となり、洲文

人にも匹敵するほどの値である。八ノ坪もやや大きな値を示すが、‐ヒノ郷の価には及ばない。熊本平

野北部の弥生人をみてみると、焚撤と万楽寺川に１，庵ノ前はかなり大きな仙になる。しかし、梅ノ木

と莱山は１００．００以下の小さな価を示しており、ややばらつきが目立つが、離水的には熊本平野北部

の弥生人のうち、災倣、万楽寺出口は北部九州の喪棺出土の弥生人の特徴を強く示している。

表６で周辺地域の黄料と比較してみた。ｆｉ･体中央周の平均値は二塚山、三沖などの北部九州の蝿柑
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出土弥生人よりは小さく、土井ヶ浜にもっとも近い。骨体中央断面示数は上ノ郷の平均値が表６のい

ずれの資料よりも大きいことがわかる。

以上のことから、上ノ郷弥生人男性の大腿骨は、太さは土井ヶ浜弥生人なみで、骨体には柱状性を

示すものが多く、竹体間側面は後方へかなり発達している大腿骨なのである。

要約

熊本市島町２丁目にある上ノ郷道跡の発掘調査が2003年（平成１５年）におこなわれ、製棺墓や土

城墓から人付が出土した。遮跡周辺一帯は水位が高く、検出した人骨もたちまち水没してしまい、保

存状態は悪く、竹の取り上げが困難であった。人類学的観察や計測をおこない、以下の結果を得た。

1．今回の調査では大型兜棺や土壌墓から合計20体の人骨が検出された。２０体の人骨のうち男性骨

は１０体、女性骨は４体で、性別不明は６体である。

2．この２０体の人骨は、考古学的所見より、弥生時代中期後半に属する人什である。

3．保存状態が悪く、頭型や顔面の形態的特徴は明らかにすることができなかった。

4．抜歯の有無も不明である。

5．男性の上腕骨は太くて、刷平である。

６．１体の人骨（６号土城蕊、男性）は腹部（仙骨前面）に磨製石簸を伴って検出されたが、射込まれ

たかどうかはかなり微妙である。

7．大腿付は、男女とも北部九州の翌棺出土人骨ほど太くはないが、強い柱状性が腿められる。

8．熊本県では保存良好な弥生人骨が発掘されることが少なく、熊本県内の弥生人の全体像が明確に

なっていない。近年、熊本平野南部から多数の弥生人骨が出土するようになってきた。本巡跡では大

型到棺の他に土城墓も存在し、両道柵から人骨が出土していることから、形質に差があるかどうかが

注目されたが、保存状態が著しく悪く、形質の違いの有無を検証できなかった。皮肉なことに、翌棺

墓よりも土城墓から検出された人骨の方が保存状態はよかったが、それでも頭型や顔面の特徴は明ら

かにすることができなかった。特徴が明確になったのは男女の大腿骨である。北部九州の翌棺から

出土する弥生人の特徴の一つは、大腿骨が太いことで、中央周の平均値は男性では９０ｍｍを超える。

しかし、本追跡の土壊蕊から出土した３体の男性の大腿骨は北部九州の甥輔出土人骨ほど太いもので

はなかった。また、３体の土城墓人骨は直線的に埋慨されており、何らかの意図が感じられる。その

うちの１体では腹部から石雛が検出された。石鹸は人骨には刺さっていなかったので、射込まれたか

どうかは明確ではないが、石鹸の検出状況は、水平ではなく、切っ先がやや上を向いていたので、あ

るいは射込まれたかもしれない。

今回出土した弥生人什の保存状態は悪かったが、上腕骨、大腿骨の計測が可能であり、熊本平野南

部での弥生人に側する覚砿な資料を得ることができた。
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３．金1M丈夫、１９６６：弥生時代人。日本の考古学、河出勘腿、東京、：460.471.

4．MARrIN-SALLER，１９５７：LehrbuchderAmhmpo1ogic・Ｂｄ､1．GustavFischerVむrIag，Stuttugan：429.597.

5．松下孝幸、１９７９：二塚山追跡出土の弥生時代人竹。二塚山（佐武県文化財調五報告密46)：242.255.

6．松下孝幸、1981ａ：宮の本追跡出土の人骨。宮の本遮跡(佐世保市埋蔵文化財調五報告碑）：93.109,114.118,145.146.

7．松下孝幸、198ｌｂ：大友遺跡出土の弥生時代人骨。大友遺跡（佐賀県呼子町文化財調在報告僻１）：223.253.

8．松下孝幸・他、1983ａ：奨崎県宇久松原遺跡出土の弥生時代人骨。奨崎県埋蔵文化財調壷典報Ⅵ（長崎県文化財調壷

報告66)：97-134.

9．松下孝幸・他、l983b：山口県豊浦郡豊北可土井ケ浜追跡出土の人什。土井ケ浜遺跡第７次発掘鯛笠概報（豊北町埋

臓文化財調査報告２）：19.30.

10．松下孝幸、1983c：佐弧県鳥栖市安永田通跡出土の弥生時代人骨。安永、遺跡（典栖市文化財調在紐告書16)：92.111.

11．松下孝幸・他、1985a：佐貿県烏栖市域の弥生時代人骨。安永田通跡一佐賀県鳥栖市に所在する安永田遺跡銅卸鋤型

出土地点の調壷一（脇栖市文化財澗荘報告将輔25典）：550.570.

12．松下孝幸、1985ｂ：柵間県小郡市検隈狐塚逝跡出土の弥生時代人冊。仙隈狐塚道跡Ⅱ下巻、（小耶市文化財調壷椛告瞥

節27典）：1.46.

13．松下孝幸・他、１９８６：大村市術の原通跡出土の弥生時代人骨。術の原遺跡群確認調壷慨報Ｖ（大村市文化財調壷微告

節１１典）：3045.

14．松下孝幸、１９８７：弥生人の地域性。〈シンポジウム〉西南日本人一文化と人の渡来をめぐって。季刊人類学18.4：

219.232.

15．松下孝幸・他、１９８８：畏崎県壱岐･石田町大久保追跡出土の弥生時代人骨。長崎県埋蔵文化財調壷典報ＸＩ（災崎県

文化財調査綴告櫛節９１典）：77.99.

16.松下孝幸・他、1989：（弥生人の）地域差、弥生文化の研究、ｌ・弥生人とその環境：65.75、雄山側

17．松下孝幸、1991ａ：照本市葉山追跡出土の弥生時代人骨。交流の考古学（肥後考古学節８号三脇格会長古稀記念）：

287.312.

18．松下孝幸・他、199ｌｂ：佐賀県神埼町志波屋六本松乙道跡出土の弥生時代人冊。志波屋六本松乙追跡（佐賀県文化財

調壷報告凹第103無、九州槙断自助迦道関係埋麗文化財発掘調壷馴告裡13)：節４軍：1.62.

19．松下孝幸・他、１９９２：佐劉県神崎町朝日北巡跡出土の人竹。朝[I北遮跡（九州横断自動血近ＩＭＩ係埋蔵文化財発掘卿在

報告智(１５))：418.504.

20．松下孝幸、１９９４：「日本人と弥生人｣、祥伝社。

21.松下孝幸、1995ａ：山口県磯北町土井ケ浜退跡踊13次発掘調査出土の人骨。土井ケ浜遺跡節１３次発掘調在報告柵

（山口県豊北町埋蔵文化財調壷報告瞥第１１典）：19.33.

22.松下孝幸、1995ｂ：是崎県壱岐原の辻遺跡出土の弥生時代人付。原の辻遺跡（長崎県文化財調五報告徹節

１２４巣）：209-220.

23．松下孝幸、1996ａ：根獅子遺跡出土の弥生町代人付。平戸市史自然･考古網：405.441.
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24．松下孝幸、l996b；土井ケ浜遺跡第１４次発似調在出土の中世･弥生時代人什。

土井ケ浜退跡第１４次発棚醐迂報告慨（111口県豊北町埋蔵文化財調査報告緋飾１２典）：付24.50.

25．松下孝幸、1997ａ：土井ケ浜遺跡第１５次発掘調壷出土の人件。土井ケ浜泣跡節１５次発掘調従溌告榔

（llIn県幾北町埋戯文化財閥在報告11『輔１３兆）：付１．５．

２６．松下孝幸､l997b:熊木iliMfノ前遺跡川土の弥生時代人僻｡Ｍｆノ１１１過跡Ⅲ（熊本蝶文化財調壷報告節160典）：

Ｉ‘１２．１７２．

２７．松下孝幸、１９９８：土井ケ浜通跡節１６次発掘渦迂出土の弥生時代・中世人什。土井ケ浜追跡第１６次発掘

細飛報併概（山口県蝋北町埋蔵文化財iIM在州告僻第１４典）：付1.39.

28．松下孝幸、２００４；熊本iIi神水遺跡節２０．２‘1次調五出土の弥生人骨。神水遺跡Ⅵ－節２０次・節２８次調壷

区発掘倒壷報告沓一（祁市計画道路船甥・神水緯建設に伴う埋麗文化財報告符５）：106.110.

29．松下孝幸、２００５：照本市八ノ坪遮跡ill土の弥生人骨。八ノ坪辿跡Ｉ（熊本市埋蔵文化財捌在棚告徹）

30.松下孝幸、２０００：熊本市万楽寺出口巡跡出土の弥生時代人仲。万楽寺''''二l巡跡（熊本県文化財訓壷#M告

柳第１８５無）：147.155.

31．栓下孝幸、２００１：照本県菊陽可梼ノ木過跡出土の弥生人件。梅ノ木通跡Ⅱ下巻（熊本県文化財劉壷報告

併節１９９典）：46.5‘1.

32．松.ド孝幸、熊本市災棚逝跡出土の弥生人什。（投稿中）

33.内蝋芳飼、１９７１：西北九州出土の弥生時代人骨。人類学稚総、７９：236.248.

34．内蝋芳篤・他、１９７５：対賜・住吉平典塚出土の弥生時代人什例。対馬の逝跡（災崎県文化財調壷鞭告1Ｗ

２０〉：139.147.

35．中鵬孝博・他、１９８５：金隈遺跡出土の弥生時代人骨。史跡金隈近跡（福岡市珊蔵文化財調充釧告11}節１２３

典）：43.145.

36.鈴木尚、１９６３：日本人の竹。岩波鋤lHli、〕K京・

37.牛肋陽一、１９５４：佐圃蝿東脊振村三祁週跡出土弥生式時代人骨の人顛学的研究。人顛学研究、１：

２７３．３０３．

３８.財祁仰之、１９５６：山口隈土井ケ浜通跡発掘弥生前期人什の四肢焚什に就いて。人馴学研究、３：320.349.
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土坑

蜜棺墓

喪棺墓

饗棺墓

蜜棺墓

謹棺墓

土坑

土壊墓（配石）

蜜棺墓

蜜棺墓

住居跡

謹棺墓

住居跡

住居跡

±坑

土壌墓

土壌墓

土壌墓

蜜棺墓

土蛎墓

表２出土人骨一覧（Table2Listofsketetons）

人骨番号 性別年齢埋葬施股 備考

歯のみ骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

土
世
雌
畦
壁
雌
埜
》
》
》
礎
》
唯
唯
世
坐
坐
坐
坐
坐

軸
蝿
癖
麺
癖
睡
錘
鍛
蕊
率
躍
蔀
嘩
鑑
錘
蝉
鋤
錘
嘩
鋤

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

加
２
６
７
⑩
吃
旧
１
４
９
８
３
９
Ⅱ
８
６
５
４
Ⅷ
３

明
性
性
性
性
性
明
性
性
性
明
明
性
性
明
性
性
性
性
明

不
男
男
女
男
女
不
男
男
男
不
不
女
女
不
男
男
男
男
不

明
明
明
明
明
明
明
明
明
年
明
明
明
明
明
明
明
明
年
明

不
不
不
不
不
不
不
不
不
壮
不
不
不
不
不
不
不
不
壮
不

骨片

骨片

歯のみ

骨片
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上腕骨（m､）（Humerus）表７ 表８

70(3) 6９

上ノ郷

土蛎墓人

男性

上ノ郷

６号土壌墓人骨
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骨６号
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ｊ
ｊ
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右
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右
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右
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蒜
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２
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２９

7０ ２５

70(1) 1７

7３

70(2) 6４

下顎骨（mm、度）（Mandibula）

7(a）

１２(a）

68(1)/65

69(2)/6９

8．

９．

１０

1３

66/65

68/6５

３０

７１ａ

３０ １１

7９

1２６ 1２

6/５

6８００

7/１

－１２３－

71/7０ 1４

1５71a/70(2)下顎枝示

70(3)/71(1)下顎切痕

50.85
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上ノ郷６号±塘墓（男性）
図２－１人骨の残存図(アミかけ部分）

(Fi92-1RegionsofpreseIvaiionoftheskeleton

－１２５－

上ノ郷５号±蛎墓（男性）

Shadeda｢ｅａｓａｒｅｐ｢ese｢ved.）



上ノ郷４号土蛎墓（男性）

図２－２人骨の残存図(アミかけ部分）

(Fi9.2-2Regionｓｏ(ｐ｢ese『vaiionofiheskeleton・Shadedareasa｢ｅｐ｢ese｢ved.）
－１２６－



四肢骨（TheIimbbonnes）

上ノ郷６号土蛎墓(男性)(TheKamino9oS-075male】

下顎骨（Mandibie）

上ノ郷６号土蛎墓(男性)(TheKamlnoqoS-075male】
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上ノ郷４号土蛎墓(男性)(TheKaminogoS-077,male）
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大腿骨（Femur）

上ノ郷１１号土堀墓(女性)(TheKaminoqoS-07Memaie）

＝



一 ｜

＝

18

頭 蓋・大腿骨

上ノ郷１１号謹棺墓(男性･壮年）
(TheKamino9oS-088,youngabuItmaIe）
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第５表石製品観察表

番号 遺柵名 種類
法、

縦(c､） 横(c､） 厚み(c､） 亜凪(９）
石材 備考

１

２

３

１ ０号 住居

１０号住居

１０号住居

石包丁

石包丁

石包丁

5.2

5.1

4.9

1１．０

1１．１

1１．８

0.8

0.5

0.5

53.2

５１．８

47.2

頁岩

頁岩

頁岩

４ １０号住居 石包丁 3.9 ８．３ 0.5 2２０ 頁岩

５ １１号住居 石鹸 (4.1） (1.7） 0.2 1.6 頁岩

６ ４号溝 石披 (3.9） (２２） 0.2 1,6 頁岩

７

８

６号±壊墓

Ｂ－１２

石拡

石鎧

(5.0）

(4.0）

1.9 ２
－
２

０
－
０

3.4

2.2

頁岩

頁岩

９ ９号住居 石斧 (7.7） (２３） 2.9 62.2 蛇紋岩

1０ Ｅ･Ｆ－５．６ 磨製石斧 (12.3） ６．９ 3.5 391.0 砂岩
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１
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４号謹上棺口縁打ち欠き

３号雲棺

－１５２－

Ｌ４５PＬ４２

３号誕下棺口縁打ち欠き

鯉『

■

１

４号雲下棺口縁打ち欠き



6号謹棺（上棺の可能性あり）
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PL,４７

５号謹棺

L､５０

7号謹棺

PＬ４ｇ

１２号琵棺

６号謹下棺

ｇ
軍４

５１



１１号遜棺
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４号不明遺構出土蕊（赤色土器）
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■ L,碇‘

１０号霧棺

ロ
●

３号不明遺猫出土琴

４ ５



L､５６

謹棺集合（１）

5７

溌棺集合（２）

湾棺染合（３）
PＬ５８

－１５５－



･１９ーロ－

１

ＰＬ５９ ＰＬ６０

1号竪穴住居跡出土台付聖 ２号竪穴住居跡出土高杯
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２号竪穴住居跡出土鉢（黒髪式） ８号竪穴住居跡出土杯

一Ｆ

Ｆ

脳
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ＰＬ６３ ､急喜一_ご章＝＝垂
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４号竪穴住居跡出土コップ型十窯 ６号竪穴住居跡出土鉢

且一・＆‐･弓
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ＰＬ６１５

ＰＬＩ６Ｉ８

６号竪穴住居跡出土台付饗 ９号竪穴住居跡出十論

－１５６－



１１号竪穴住居跡出土鉢
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職
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割uN部２
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－１５３－
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9M目

１７号竪穴住居跡出土手づくね１７号竪穴住居跡出土鉢

一括甑

１０号竪穴住居跡内Pit出土石包丁

Ｌ８５ ＰＬ８７

１７号竪穴住居跡出土高杯
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宵Kh
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ＰＬ９１

饗集合

ＰＬ９２

壷集合

鉢集合
ＰＬ９３

－１６０－



あとがき

本調査を行うにあたり、御協力いただいた鉄道辿設・述輸の鉄道建設本部九州新幹線地設局熊本述投

所、地元側係者の皆さん、御指導と御助言をいただいた土井ヶ浜遺跡人顛学ミュージアムの松下館焚、

熊本市教育委員会に感謝の意を称します。

次々と検出される謹棺と人骨。２０００年という雁史の重みに感動で体が礎えたことが、今も昨Ⅱのよ

うに思い出されます。平成１３年５月、上ノ郷辿跡（旧熊本平野条里跡）の発掘調査に撹わってから、

４年近い歳月が流れようとしています。初めての発掘調査に戸惑いと不安の連続でした。作業開始当初

は湧水に悩まされ、水抜きが続く毎'1でした。ｌ月末が調在の終了と期間が決められた後の１１月後半、

続々と饗椛が検出されました。「期間内に調査が終了できるのだろうか？」という思いが常に胸の中に

ありました。そんな自分を助け支えてくれたのは、指導・助簡を与えていただいた文化裸の諸先飛、現

場での指示を的確に出す嘱託職員、杵い中も寒い中も額に汗して作業を続ける作業此の方々でした。人

と繋がることの大切さが現場を終了する大きな要因であった、そのことを深く認識させられました。

報告沓を担当することになってからも、自分の能力のなさに晩き、戸惑いと不安の川々が続きました。

ここでも、数多くの方々に支えてもらいました。土器の水洗い・註記・接合をしていただいた一次機理

作業員の方々、報告評作成に関わってくださった二次整理作業此の方々、そして、調従から報告神作成

まで指導していただいた文化課の諸先推と嘱託職典、皆さんのお陰で、本１１が刊行する日を迎えること

が出来ました。

調査する機会に恵まれたこと、そして、この糾在に携わっていただいた全ての皆さんに感謝をして、

結びの言葉とします。本当にありがとうございました。

【発掘作業貝】〈順不同、敬称略〉

井上修、今村明美、岩瀬笠、岩野政脹、上田昌秀、上野宏二、上村浄、上村久子、内田忍、内山正二郎、

梅田誠、浦本忠幸、蟹川菊美、木本祈次、木庭孝子、境百合子、柴田道子、下田稔、杉本宣男、柚本佳

孝、竹本一幸、竹本博和、田中和博、谷口喜雄、ｉＩｔ崎百合子、速山宏、中村irI美、中村111起子、西ｲ開ﾆ、

西岡正治、西岡チズコ、西山美紀子、油田山美子、油田義雄、平兇直美、藤本妙子、前川和子、jWIII智

行、松尾琢嬬、松田幸昭、南瀬隆敬い桃井哲夫、元松律子、森健次、森本勉、森本将生、若木亜紀

【整理作業員】〈順不同、敬称略〉

今村幸枝、緒方千代子、永山邦子、山内洋子、境美恵子、吉岡iiq〔子、入舟多美子、木村典子、江島I軸子、

後藤直美、上村孝子、柿原尚子、緒方涼子、商松孝子、中脇史子、吉本荊子、塚本博子

－１６１－



(遺跡の概要)調査の結果、次のようなことが判明した。

①弥生時代中期後半の翌棺墓１２基、土戦墓６蕪等が検出され、それらの遺構から人骨が２０体出土した。弥生

時代中期後半の墓域が存在していた可能性が高い。

②弥生時代後期の竪穴住居跡１５軒、洲状遺柵４条等が検出された。弥生時代後期の築蕗が存在していた可能性
がある。

＊この遺跡で特質すべきリド項は、弥生時代中期後半の翌棺墓が人骨とともに確認されたことである。

報告書抄録

所収遺跡名 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上ノ郷 弥生時代中期

弥生時代後期

古代

遡棺墓１２基

土脳墓６基

土坑２２基

竪穴住居跡１５軒

満状遺柵４条

竪穴住居跡２軒

土坑３基

弥生土器（艶）

磨製石雛

弥生+名器

(鉢、杯、壷、饗）

石包丁

土師器

(鉢、杯、壷）

須恵器（壷、翌）

フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所在地

コード

市町村
遺跡

番号

北緯 東経 調査期間 調査面菰 調査原因

ｶﾐﾉプｳｲセキ

上ノ郷遺跡

ｸﾏモトシシママチ

熊本市島町
2０１ 555

一
○
ｐ
卯

犯
妬
師

130
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 239集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/


